
「
声
を
か
け
る
勇
気
、
受
け
と
め
る
温
か
さ  ―

 

ヒ
ジ
ャ
ブ
越
し
に
見
え
た
東
川 ―

」

Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際
交
流
員
） 

エ
イ
ゴ
ノ
マ
ナ
ビ
カ
タ

「
フ
ロ
ー
レ
ス
・
デ
・
マ
ヨ
」

Ａ
Ｌ
Ｔ

英
語
教
育
指
導
員 

「
雪
が
な
く
て
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
方
法
」

Ｓ
Ｅ
Ａ
（
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
）

「
海
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
場
所
」

Ｈ
Ａ
Ｃ
・
㈲
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
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第
42
回
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会

は
、
２
０
２
６
年
２
月
26
日
に
開
催

さ
れ
た
。
今
年
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

の
は
、
国
内
作
家
賞
53
名
、
新
人
作

家
賞
57
名
、
特
別
作
家
賞
22
名
、
飛

彈
野
数
右
衛
門
賞
45
名
、
海
外
作
家

賞
12
名
。

　

国
内
作
家
賞
は
、
最
終
段
階
で
７

名
に
絞
り
込
ま
れ
た
。
甲
乙
つ
け
難

い
、
異
な
っ
た
魅
力
を
持
つ
作
家
が

並
び
、
非
常
に
難
し
い
選
択
に
な
る

の
は
毎
年
の
光
景
だ
が
、
今
年
は
例

年
に
も
増
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
議
論
が
深
ま
り
、
投
票
結
果
が

二
転
三
転
し
て
い
っ
た
。
最
終
的
に

激
戦
を
制
し
選
ば
れ
た
の
は
、
伊
奈

英
次
氏
で
あ
る
。
昨
年
出
版
さ
れ
た

写
真
集
『ZONE

』
は
、
１
９
８
０

年
代
の
作
業
を
最
新
の
技
術
で
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
た
作
品
で
あ
る
。
奇
し

く
も
「ZONE

」
は
、
伊
奈
氏
が
第

４
回
（
１
９
８
８
年
）
東
川
賞
新
人

作
家
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
も
あ
る
。

こ
の
展
開
は
、
ま
さ
に
早
く
て
遅
く
、

そ
の
遅
さ
ゆ
え
に
今
日
的
で
あ
る
と

い
う
、
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ウ
ム
の

特
性
を
体
現
し
た
も
の
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
審
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
ふ

た
つ
の
「ZONE
」
の
間
で
展
開
さ

れ
て
き
た
見
る
こ
と
の
探
求
が
鮮
明

に
浮
か
び
上
が
り
、
決
め
手
と
な
っ

た
。

　

新
人
作
家
賞
は
、
岡
部
桃
、
フ
ジ

モ
リ
メ
グ
ミ
、
林
典
子
、
吉
江
淳
の

各
氏
に
絞
り
込
ま
れ
、
最
終
的
に
林

典
子
氏
に
決
定
し
た
。
林
氏
は
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家
と
し
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
記
憶
を
テ
ー
マ
に
、

き
め
細
か
な
取
材
を
積
み
重
ね
て
き

た
。
近
年
は
日
本
と
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
の
歴
史
的
関
係
に
お
け

る
個
人
の
記
憶
と
場
所
の
概
念
を
探

究
す
る
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
む
な
ど
、
着
実
に
厚
み
を
増
し
て

い
る
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
が
い
っ
そ
う

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
の
時
代
に

お
い
て
、
林
氏
の
仕
事
の
意
義
は
限

り
な
く
大
き
い
。

　

特
別
作
家
賞
は
、
一
度
目
の
投
票

で
圧
倒
的
な
多
数
を
獲
得
し
た
中
西

敏
貴
氏
が
選
ば
れ
た
。
１
９
８
９
年

頃
か
ら
北
海
道
に
通
い
、
２
０
１
２

年
に
美
瑛
町
へ
移
住
し
て
、
北
海
道

と
い
う
土
地
に
向
き
合
い
続
け
て
き

た
中
西
氏
に
と
っ
て
、
北
海
道
と
い

う
土
地
は
、
た
ん
な
る
モ
チ
ー
フ
で

は
な
く
、
暮
ら
す
場
所
で
あ
り
、
思

索
す
る
場
所
で
あ
り
、
写
真
表
現
を

切
り
拓
い
て
い
く
場
所
で
あ
る
。

「
人
の
営
み
や
制
度
の
痕
跡
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
形
づ
く
っ
て
き
た
社
会

の
構
造
」
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
き

た
と
語
る
、
中
西
氏
の
写
真
表
現
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
完
成
度
の
高

さ
は
特
筆
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　

ノ
ミ
ネ
ー
ト
数
の
増
加
か
ら
も
う

か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
第
26
回
（
２

０
１
０
年
）
に
新
設
さ
れ
た
飛
彈
野

数
右
衛
門
賞
も
、
独
自
の
伝
統
あ
る

賞
に
成
長
し
て
き
た
。
今
年
も
、
賞

の
性
質
の
議
論
と
と
も
に
審
査
が
進

行
し
、
田
川
基
成
氏
が
選
ば
れ
た
。

同
賞
の
受
賞
者
と
し
て
は
最
年
少
に

な
る
が
、
時
間
を
か
け
て
丹
念
に
土

地
と
記
憶
、
歴
史
、
文
化
、
信
仰
な

ど
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
ス
タ
ン

ス
、
と
り
わ
け
、
長
崎
県
の
離
島
出

身
の
ル
ー
ツ
か
ら
展
開
し
た
シ
リ
ー

ズ
が
大
き
く
評
価
さ
れ
た
。
「
長
年

に
わ
た
り
地
域
の
人
・
自
然
・
文
化

な
ど
を
撮
り
続
け
、
地
域
に
対
す
る

貢
献
が
認
め
ら
れ
る
者
」
と
い
う
規

定
に
、
ま
た
新
た
な
広
が
り
が
生
ま

れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

　

海
外
作
家
賞
は
、
菊
田
樹
子
氏
の

調
査
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
説
明
を
踏

ま
え
た
う
え
で
審
査
に
移
り
、
対
象

国
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
、
マ
ル
テ

ィ
ナ
・
ホ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
イ
ヴ
ァ
ノ

ヴ
氏
が
選
ば
れ
た
。
被
写
体
が
何
で

あ
る
か
明
確
に
わ
か
ら
な
い
抽
象
的

な
視
覚
言
語
、
物
語
性
を
帯
び
た
イ

メ
ー
ジ
構
成
、
そ
し
て
見
る
者
に
解

釈
の
余
白
を
残
す
詩
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
人
間
と
は
何
か
と
い
う
普
遍

的
な
問
い
を
投
げ
か
け
る
。
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
境

界
を
横
断
し
な
が
ら
、
生
命
、
時
間
、

記
憶
、
不
在
な
ど
を
扱
っ
た
作
品
は
、

写
真
表
現
の
可
能
性
を
照
ら
し
出
す

も
の
で
も
あ
る
。

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
年

の
審
査
は
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
作

家
の
層
が
厚
く
な
り
、
作
品
の
幅
も

ぐ
っ
と
広
が
っ
た
こ
と
が
実
感
さ
れ

た
。
こ
れ
は
東
川
賞
が
積
み
重
ね
て

き
た
歴
史
が
支
持
さ
れ
、
そ
の
未
来

が
期
待
さ
れ
て
い
る
証
で
も
あ
る
だ

ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
も
、
そ
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
い
っ
そ
う
集
中
し
、

悩
み
、
議
論
を
尽
く
し
て
、
審
査
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
場
は
、
東

川
町
の
人
々
の
多
大
な
努
力
と
共
感

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

環
境
に
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
し

た
い
。

　
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員

　
　
　
　
　
　

上　

野　
　
　

修

第
42
回
写
真
の
町
東
川
賞 

受
賞
者
決
定
‼

第
42
回
写
真
の
町
東
川
賞 

受
賞
者
決
定
‼

　

第
42
回
写
真
の
町
東
川
賞
の
受
賞
作
家
が
決
ま
り
ま
し
た
。
国
内
作
家
賞
は
伊
奈
英
次
氏
（
神
奈
川
県
在
住
）
、
新
人
作
家
賞
は
林
典
子
氏

（
東
京
都
在
住
）
、
特
別
作
家
賞
は
中
西
敏
貴
氏
（
北
海
道
在
住
）
、
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
田
川
基
成
氏
（
福
岡
県
在
住
）
、
海
外
作
家
賞
は

マ
ル
テ
ィ
ナ
・
ホ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
氏
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
在
住
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
授
賞
式
は
８
月
１
日

㈯
に
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
同
日
か
ら
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
受
賞
作
家
作
品
展
を
開
催
。
翌
２
日
㈰
に
は
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
受
賞
作
家
フ
ォ

ー
ラ
ム
も
開
催
予
定
で
す
。
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第42回写真の町東川賞
【 
受 
賞 
者 

紹 

介 

】

〈
国
内
作
家
賞
〉

伊
奈 

英
次 
氏

〈
受
賞
理
由
〉

写
真
展
「
国
の
鎮
め―

ヤ
ス
ク
ニ―

」

（JCII

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
、2023

年
）
、

写
真
集
『ZONE

』
（Far East Pub-

lishing

、2025

年
）
に
対
し
て

　

１
９
５
７
年
愛
知
県
名
古
屋
市
生

ま
れ
。
１
９
７
７
年
、
中
部
工
業
大

学
工
学
部
工
業
物
理
学
科
中
退
。
１

９
８
４
年
、
東
京
綜
合
写
真
専
門
学

校
研
究
科
卒
業
。
同
年
、
東
京
の
都

市
景
観
を
８×

10
の
大
型
カ
メ
ラ
で

精
緻
に
捉
え
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
発

表
。
以
後
、
日
本
各
地
の
在
日
米
軍

基
地
の
通
信
ア
ン
テ
ナ
、
産
業
廃
棄

物
、
都
市
に
点
在
す
る
監
視
カ
メ
ラ
、

天
皇
陵
な
ど
と
い
っ
た
、
都
市
、
環

境
、
軍
事
、
歴
史
な
ど
日
本
の
近
現

代
を
テ
ー
マ
に
撮
影
し
て
い
る
。
近

年
の
個
展
は
「Crystal of Debris

『
残
滓
の
結
晶
』
」
キ
ヤ
ノ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
Ｓ
（2020

年
）
、

ま
た
「
圏
外
の
眼―

伊
奈
英
次
の
写

真
世
界
」
荏
原
畠
山
美
術
館
（2026

年
）
で
ミ
ニ
回
顧
展
を
開
催
し
た
。

　

第
４
回
写
真
の
町
東
川
賞
新
人
作

家
賞
受
賞
（1988

年
）
、
レ
オ
ポ
ル

ド
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ス
キ
ーJr.

カ
ラ
ー
写

真
賞
入
賞
（1998

年
）
、
さ
が
み
は

ら
写
真
賞
受
賞
（2009

年
）
、
カ
ッ

セ
ル
写
真
集
賞
受
賞
（2008‒09

年
）
。

　

作
品
は
、
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
国
際

交
流
基
金
、
東
京
都
写
真
美
術
館
、

東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
北
海
道

立
釧
路
芸
術
館
、
福
岡
市
美
術
館
、

明
治
神
宮
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、

ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー･

エ
セ
ッ
ク
ス
美
術

館
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
、

サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
美
術
館
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
近
代
美
術
館
な
ど
に
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉　

　

36
年
前
に
東
川
賞
新
人
作
家
賞

を
「ZONE

」
で
受
賞
し
、
同
じ
シ

リ
ー
ズ
が
今
回
再
び
国
内
作
家
賞

の
受
賞
対
象
作
に
選
ば
れ
た
こ
と

に
、
私
自
身
大
変
驚
い
て
お
り
ま

す
。
新
人
賞
受
賞
後
も
少
し
ず
つ

本
シ
リ
ー
ズ
の
撮
影
を
続
け
、
２
０

２
５
年
度
に
同
名
の
写
真
集
をFar 

East Publi-shing

よ
り
出
版
し
ま
し

た
。
収
録
し
た
米
軍
の
ア
ン
テ
ナ
施

設
も
、
衛
星
通
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
現
在
で
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
。

　

も
う
一
作
の
「
国
の
鎮
め―

ヤ
ス

ク
ニ―

」
も
受
賞
対
象
と
な
り
ま
し

た
が
、
本
作
は
、
Ａ
級
戦
犯
合
祀
に

伴
う
閣
僚
の
公
式
参
拝
を
め
ぐ
り
、

毎
年
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
批
判
に
さ
ら

さ
れ
る
靖
国
神
社
の
終
戦
記
念
日
に

集
う
人
々
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
微
妙
な
政
治
問
題
を
投

げ
か
け
る
作
品
を
展
覧
い
た
だ
き
ま

し
たJCII

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
様
に
、
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

両
作
品
は
、
日
本
の
戦
後
を
問
い

直
す
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
有
し
て
お
り
、

未
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
過
去
か
ら
学
ぶ
べ
き
事
柄
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

後
と
も
長
く
作
品
制
作
を
続
け
て
い

く
励
み
と
し
て
、
今
回
の
受
賞
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
新
人
作
家
賞
〉

林　

典
子 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

写
真
展
「In the Ashes, She Bloo-

ms-Portraits of Afghan W
omen

」

（SonyIm
aging Gallery

、2025

年
）
、
企
画
展
「
い
つ
も
と
な
り
に

い
る
か
ら
日
本
と
韓
国
、
ア
ー
ト
の

80
年
」
（
横
浜
美
術
館
、2025‒2026

年
）
に
対
し
て

　

１
９
８
３
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。

大
学
在
学
中
の
２
０
０
６
年
か
ら
２

０
０
７
年
に
ガ
ン
ビ
ア
共
和
国
を
訪

れ
、
地
元
紙｢The Point

」
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
写
真
を
始
め
る
。

当
時
、
同
国
の
政
治
的
な
状
況
の
も

と
、
言
葉
や
表
現
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

く
社
会
の
中
で
、
可
視
化
さ
れ
な
い

現
実
に
触
れ
、
写
真
を
通
し
て
そ
れ

ら
と
向
き
合
う
こ
と
の
意
味
を
見
つ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

主
な
著
書
に
『
キ
ル
ギ
ス
の
誘

拐
結
婚
』
（
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ジ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、2014

年
）
、

『
ヤ
ズ
デ
ィ
の
祈
り
』
（
赤
々
舎
、

2016
年
）
、
『
フ
ォ
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー 

朝
鮮
に
渡
っ
た
「
日
本

人
妻
」―

 

60
年
の
記
憶
』
（
岩
波

新
書
、2019

年
）
な
ど
。
近
年
は
、

日
本
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
の
地
政
学
的
な
境
界
の
な
か
で

形
成
さ
れ
て
き
た
個
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
記
憶
を
め
ぐ
る
複

数
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「sawasawato

」
（2013

年－

）
は
、

１
９
５
９
年
に
始
ま
っ
た
帰
国
事
業

に
よ
り
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
夫
と
と

も
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ

渡
っ
た
日
本
人
女
性
を
主
題
に
し
て

い
る
。
二
つ
の
国
の
「
は
ざ
ま
」
で

年
を
重
ね
て
き
た
女
性
た
ち
の
語
り

や
生
活
の
場
、
身
体
や
日
本
の
故
郷

の
風
景
に
刻
ま
れ
た
痕
跡
を
重
ね
合

わ
せ
、
公
的
な
歴
史
や
制
度
の
背
後

に
埋
も
れ
て
き
た
私
的
な
記
憶
を
た

ど
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

　

主
な
個
展
に
「
ヤ
ズ
デ
ィ
の
祈
り 

林
典
子
写
真
展
」
（
立
命
館
大
学
国

際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、2018

年
）
、

｢saw
asaw

ato

」
（W

A
R
M
 

festival

、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
、2023

年
）
、
「In the Ashes, 

She Blooms ‒ Portraits of Afghan 
W
om
en

」
（
ソ
ニ
ー
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、2025

年
）
。
近
年

の
主
な
グ
ル
ー
プ
展
に
「
10
／
10

現
代
日
本
女
性
写
真
家
た
ち
の
祝

祭
」
（KYOTOGRAPHIE

、2022

年
）
、
「
い
つ
も
と
な
り
に
い
る

か
ら　

日
本
と
韓
国
、
ア
ー
ト
の

80
年
」(

横
浜
美
術
館
、2025‒2026

▲旧大日本帝国陸軍金鵄勲章授与者、1992年
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年
）
、
「Japan.Bodies, memories, 

visions
」
（Magazzino delle Idee

、

イ
タ
リ
ア
、2026

年
）
、
「
ロ
ー
ド

ム
ー
ビ
ー
」
（
国
立
現
代
美
術
館 

M
M
CA

、
韓
国
、2026
年
）
な
ど
が

あ
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

東
川
町
新
人
作
家
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
に
な
り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

「In the Ashes, She Blooms

」

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
出
会
っ
た
、

あ
る
女
性
の
「
私
た
ち
に
と
っ
て
の

成
長
や
自
由
は
、
灰
の
中
か
ら
花
を

咲
か
せ
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
」

と
い
う
言
葉
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

女
性
た
ち
の
言
葉
や
記
憶
、
社
会
的

な
存
在
が
静
か
に
不
可
視
化
さ
れ
て

い
く
な
か
で
、
こ
の
作
品
は
多
様
な

人
生
観
を
持
っ
た
女
性
た
ち
の
生
の

気
配
に
触
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「sawasawato

」
は
、
取
材
を
始
め

て
か
ら
13
年
が
経
ち
ま
す
が
、
い
ま

も
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
の
は
ざ
ま
で
歳
月
を
重
ね
て
き
た

日
本
人
女
性
た
ち
の
人
生
に
触
れ
る

中
で
、
そ
の
重
み
と
複
雑
さ
ゆ
え
に
、

そ
れ
ら
を
一
つ
の
形
に
収
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
と
共
に

向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
12
回
の
訪
朝
を
重
ね
ま

し
た
が
、
国
交
の
な
い
地
で
暮
ら
す
、

高
齢
の
日
本
人
女
性
た
ち
と
、
次
に

い
つ
再
会
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
中

で
積
み
重
ね
た
時
間
は
、
毎
回
か
け

が
え
の
な
い
一
度
き
り
の
も
の
で
し

た
。
「
も
し
私
が
帰
国
事
業
が
行
わ

れ
た
、
あ
の
時
代
に
生
き
て
い
た
な

ら
、
同
じ
境
遇
に
あ
っ
た
の
な
ら
、

私
も
ま
た
彼
女
た
ち
の
一
人
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
」―

そ
の
感
覚
は
、

対
話
を
重
ね
る
中
で
自
然
と
立
ち
上

が
り
、
過
去
と
現
在
、
彼
女
た
ち
と

私
自
身
の
境
界
を
行
き
来
す
る
よ
う

な
連
続
性
の
中
で
、
視
点
が
問
い
直

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
こ
の
取
材
を
今

後
も
焦
ら
ず
続
け
て
い
く
た
め
の
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
特
別
作
家
賞
〉

中
西 

敏
貴 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

写
真
集
『
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
』
（Case 

Publishing

、2023

年
）
、
『Land 

of Fusion 

地
と
記
憶
』
（
同
前
、

2024

年
）
、
『W

here 
W
e 
Come 

From and W
here W

e M
ight Go

』

（
同
前
、2025

年
）
の
北
海
道
三
部

作
と
同
作
に
関
連
し
た
一
連
の
写
真

展
に
対
し
て

　

１
９
７
１
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
学

生
時
代
の
旅
で
出
会
っ
た
北
海
道
の

雄
大
さ
に
強
く
惹
か
れ
、
大
阪
か
ら

通
い
続
け
た
の
ち
、
２
０
１
２
年
に

美
瑛
町
へ
居
を
移
す
。
数
年
後
、
北

海
道
の
基
層
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
各
地
の
遺
跡
を
訪
ね
歩
き
な
が

ら
、
か
つ
て
そ
こ
に
あ
っ
た
歴
史
の

風
景
を
想
像
す
る
よ
う
に
な
る
。
近

年
は
、
北
海
道
沿
岸
部
や
パ
キ
ス
タ

ン
な
ど
へ
の
旅
を
通
じ
、
人
の
思
想

が
生
み
出
し
て
き
た
境
界
線
の
あ
り

方
に
問
題
意
識
を
抱
き
、
自
然
の
中

に
そ
の
答
え
を
求
め
て
活
動
を
続
け

て
い
る
。
こ
う
し
た
リ
サ
ー
チ
と
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
て
、
『
オ
プ

タ
テ
シ
ケ
』
（Case Publishing

、

2023

年
）
、 

『Land of Fusion 

地

と
記
憶
』
（Case 

Publishing

、

2024

年
）
、
『W

here 
W
e 
Come 

From and W
here W

e M
ight Go

』

（Case Publishing

、2025

年
）
の

「
北
海
道
三
部
作
」
を
上
梓
。
２
０

２
５
年
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
題

材
と
し
た
『Land of Fusion 

地
と

記
憶
』
に
よ
り
、
さ
が
み
は
ら
写
真

新
人
奨
励
賞
を
受
賞
。

　

主
な
個
展
に
「Kam

uy

」
（
キ

ヤ
ノ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ーS

、
東
川
町

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、2020‒2021

年
）
、
「
地
と
記
憶
」
（IG PHOTO 

GALLERY

、PHOTO 
GALLERY 

FLOW
 NAGOYA

、
モ
エ
レ
沼
公
園

ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、2023-2024

年
）
、
「
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
」
（
キ
ヤ

ノ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
銀
座
、2024

年
）
、

「The New Land

」
（
入
江
泰
吉
記

念
奈
良
市
写
真
美
術
館
、
東
川
町
文

化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、2024‒2025

年
）
、

「W
here 

W
e 
Come 

From 
and 

W
here W

e M
ight Go

」
（KANA 

KAW
ANISHI 

PHOTOGRAPHY

、

2025

年
）
な
ど
が
あ
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

取
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
北
海
道
へ

通
い
、
移
住
し
て
ま
で
何
を
撮
り
た

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
そ
ん
な
疑
問

が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
和
人

の
歴
史
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
こ

と
で
「
北
海
道
」
と
い
う
場
所
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
方
式
の

技
術
に
よ
っ
て
農
地
が
切
り
拓
か
れ

て
い
っ
た
こ
と
。
そ
う
し
た
歴
史
を

紐
解
く
う
ち
に
、
こ
の
島
が
「
北
海

道
」
と
名
付
け
ら
れ
る
以
前
の
姿
を

知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
阪
で
生
ま
れ
た
私
は
、
ヤ
マ
ト

の
文
化
を
軸
と
し
た
教
育
を
受
け
、

こ
の
国
を
無
意
識
に
ヤ
マ
ト
中
心
の

視
点
で
捉
え
て
い
た
こ
と
は
否
め
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
北
か
ら
の
視
点
に

転
じ
る
と
、
世
界
の
捉
え
方
は
一
変

し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
の
自
然

を
追
い
か
け
る
中
で
、
自
然
と
は
地

球
規
模
の
循
環
で
繋
が
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
実
感
す
る
よ
う
に
も
な

っ
た
の
で
す
。

　

自
身
の
関
心
ご
と
を
追
求
す
る
中

で
、
こ
の
た
び
特
別
作
家
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
る
で
背
中
を

▲sawasawato 2017年、 咸興

▲「オプタテシケ」より旭岳、北海道 2022年
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第42回写真の町東川賞
押
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
な
気
持
ち

で
す
。
個
人
の
探
求
が
社
会
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
、
写
真
表
現
が
持
つ
凄

み
を
、
改
め
て
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
〉

田
川 

基
成 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

写
真
集
『
見
果
て
ぬ
海
』
（
赤
々
舎
、

2020

年
）
と
同
作
に
関
連
し
た
一
連

の
写
真
展
に
対
し
て

　

１
９
８
５
年
長
崎
県
生
ま
れ
。
２

０
１
０
年
北
海
道
大
学
農
学
部
森
林

科
学
科
卒
業
。

　

長
崎
の
離
島
出
身
の
ル
ー
ツ
と
、

自
身
が
移
り
暮
ら
し
て
き
た
国
内
外

の
土
地
の
経
験
を
通
し
て
、
移
民
や

人
の
移
動
が
も
た
ら
す
光
景
と
文
化
、

土
地
と
記
憶
、
信
仰
な
ど
を
題
材
に

地
域
の
歴
史
と
個
人
の
記
憶
を
行
き

来
し
な
が
ら
制
作
す
る
。
あ
る
土
地

で
撮
影
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
現
地
で

展
示
し
、
写
真
と
人
の
間
に
生
じ
る

対
話
の
過
程
と
、
そ
れ
を
ま
た
別
の

土
地
に
展
開
す
る
こ
と
ま
で
を
含
め

て
一
連
の
表
現
と
捉
え
、
実
践
し
て

い
る
。

　

東
京
で
編
集
者
・
記
者
と
し
て
働

き
な
が
ら
、
２
０
１
１
年
の
震
災
を

機
に
写
真
を
撮
り
始
め
る
。
２
０
１

４
年
に
独
立
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
南
米

に
１
年
間
滞
在
。
ア
マ
ゾ
ン
河
や
チ

リ
の
多
島
海
で
見
た
素
朴
な
キ
リ
ス

ト
教
会
の
あ
る
風
景
が
故
郷
に
重
な

り
、
帰
国
後
に
長
崎
の
海
を
巡
る
旅

を
は
じ
め
る
。

　

２
０
２
０
年
に
写
真
集
『
見
果
て

ぬ
海
』
を
赤
々
舎
よ
り
上
梓
。
ニ
コ

ン
サ
ロ
ン
東
京
で
個
展
「
見
果
て
ぬ

海
」
を
発
表
、
２
０
２
４
年
ま
で
に

長
崎
県
西
海
市
、
長
崎
市
、
五
島
市

や
福
岡
、
大
阪
、
宮
城
、
札
幌
な
ど

全
国
８
会
場
に
巡
回
。

　

ま
た
長
崎
の
海
景
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「N
A
G
A
S
A
K
I 

SEASCAPES

」Alt_M
edium 

（ 
東

京
、2021

年
）
、
土
着
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
を
写
し
た
「
土
地
の
教
会
」

EUREKA 

（
福
岡
、2025

年
）
、
幼

少
期
の
記
憶
を
巡
る
「
海
の
記
憶
」

Galley Y 

（
茨
城
、2022

年
） 

／ 
LIBRIS KOBACO 

（
福
岡
、2024 

年
）
な
ど
、
こ
れ
ま
で
長
崎
の
海
を

テ
ー
マ
に
し
た
計14

回
の
個
展
を
開

催
し
て
き
た
。

　

主
な
受
賞
歴
と
し
て
、
写
真
展

「
ジ
ャ
シ
ム
一
家
」
で
第
20
回
三
木

淳
賞
（2018

年
）
、
「
見
果
て
ぬ
海
」

で
日
本
写
真
協
会
新
人
賞
（2022

年
）
、
『
密
航
の
ち
洗
濯
』
（
共

著
・
写
真
編
集
、
撮
影
）
で
第
46
回

講
談
社
本
田
靖
春
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
賞
（2024

）
。
写
真
集
『
北
海
道
』

（
赤
々
舎
）
を
２
０
２
６
年
２
月
に

刊
行
し
た
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

波
の
音
。
潮
の
香
り
。
海
は
い
つ

も
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
た
。

　

私
は
長
崎
県
西
海
市
の
沖
合
に
浮

か
ぶ
、
松
島
と
い
う
小
さ
な
離
島
で

育
ち
ま
し
た
。
西
の
海
を
見
渡
す
と
、

遠
く
沖
に
は
五
島
列
島
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。
リ
ア
ス
式
の
複
雑
な
地
形

を
も
つ
長
崎
県
の
海
に
は
、
70
余
の

有
人
島
を
含
む
日
本
最
多
の
約
１
５

０
０
の
離
島
が
浮
か
び
ま
す
。
海
の

向
こ
う
の
島
へ
渡
る
と
、
そ
こ
か
ら

自
分
が
旅
立
っ
た
海
岸
や
別
の
島
が

見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
先
の
島
に
移

る
と
、
ま
た
違
う
島
と
風
景
が
立
ち

現
れ
る
。
長
崎
の
海
は
そ
う
し
た
見

る
、
見
ら
れ
る
を
繰
り
返
す
環
世
界

で
す
。

　

故
郷
の
島
を
離
れ
た
の
は
16
歳
に

な
る
年
で
し
た
。
長
崎
市
、
北
海
道
、

東
京
と
移
り
住
み
、
二
十
代
の
３
年

ほ
ど
は
海
外
を
旅
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
人
生
の
半
分
を
育
っ
た
島
か
ら

離
れ
て
暮
ら
し
た
頃
、
自
分
の
故
郷

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
、

写
真
機
を
持
っ
て
長
崎
の
海
を
旅
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

経
緯
で
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
「
見
果

て
ぬ
海
」
と
い
う
作
品
群
で
す
。

　

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
受
賞
の
知
ら

せ
は
青
天
の
霹
靂
で
し
た
。
九
州
を

拠
点
に
、
主
に
地
方
で
制
作
と
展
示

を
続
け
る
私
に
と
っ
て
、
同
じ
く
地

方
に
在
っ
て
輝
く
東
川
町
よ
り
栄
誉

あ
る
賞
を
頂
く
こ
と
は
、
大
き
な
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に

は
、
東
川
町
か
ら
ラ
ト
ビ
ア
の
写
真

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
派
遣
し
て
頂
き

ま
し
た
。
翌
年
夏
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

展
が
私
の
初
展
示
で
し
た
の
で
、
思

い
出
の
地
で
10
年
ぶ
り
に
写
真
祭
に

参
加
で
き
る
こ
と
は
感
慨
深
い
で
す
。

東
川
町
の
皆
様
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
各
地
の
方
々
に

も
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
海
外
作
家
賞
〉

マ
ル
テ
ィ
ナ
・
ホ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
イ
ヴ

ァ
ノ
ヴ 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

『CIRCULAR 
W
AIT 

+ 
SATEL-

LITE 
+ 
SECOND 

NATURE

』

（Livraison Books and Art and 
Theory

、2015

年
）
、
『Shadow 

W
orks, 

Living 
the 

Dream

』

（Livraison Books

、2025

年
）
な

ど
、
一
連
の
作
品
に
対
し
て

　

１
９
７
３
年
生
ま
れ
。
写
真
、
映

像
、
ブ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
を
主
な
表

現
手
段
と
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

た
光
、
音
、
イ
メ
ー
ジ
の
相
互
作
用

を
中
心
に
制
作
を
行
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
で
国
際
的

な
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
活
動

し
た
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
、
２

０
０
２
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
拠

点
を
移
し
、
現
在
も
同
地
で
制
作
を

続
け
て
い
る
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
美
術
大
学
（
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
（1992‒1996

年
）
美
術
学
士
を
取
得
。
そ
の
後
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
国
立
美
術
・
工

▲船室、瀬戸～松島航路、 2019年

Photo: My Matson/Moderna Museet
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芸

・

デ

ザ

イ

ン

大

学

（2015‒2016

）
に
在
籍
し
、
王
立

美
術
大
学
の
ポ
ス
ト
マ
ス
タ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（2019‒2022

）
を
修
了

し
た
。

　

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
の
作
品
は
、
非
線
形

で
連
想
的
な
構
造
を
特
徴
と
し
、
フ

ィ
ル
ム
の
不
透
明
性
と
透
明
性
を
実

験
的
に
探
る
ア
ナ
ロ
グ
技
法
を
多
用

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
法
は
、
従

来
の
も
の
の
見
方
に
揺
さ
ぶ
り
を
か

け
、
単
純
な
解
釈
を
拒
む
多
層
的
な

視
覚
体
験
を
生
み
出
す
。
近
年
の
作

品
で
は
、
気
候
変
動
に
対
す
る
感
情

的
な
反
応
や
、
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が
も
た
ら
す
社
会
的
・
空
間
的
影

響
と
い
っ
た
、
現
代
の
不
合
理
な
底

流
に
も
着
目
し
て
い
る
。

　

ま
た
彼
女
の
実
践
は
、
社
会
構
造

に
対
す
る
力
強
く
も
繊
細
な
反
応
を

映
し
出
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
場

所
や
個
人
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
表

象
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
る
。
イ
ヴ
ァ

ノ
ヴ
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
支
配
的

な
規
範
へ
の
反
応
と
捉
え
、
社
会
に

欠
け
て
い
る
何
か
を
指
し
示
し
て
い

る
。

　

作
品
は
国
際
的
に
広
く
発
表
さ
れ

て
お
り
、
ベ
ル
リ
ン
のDorothée 

Nilsson 
Gallery

、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
のKulturhuset

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
エ
ル
メ
ス
財
団
な
ど
で
展
示
さ
れ

た
。
近
著
に
『Early 

Reading

』

（2018

年
）
、
最
新
作
『Shadow 

W
orks, 

Living 
the 

Dream

』

（2025

年
、Livraison Books

）
な

ど
。
現
在
は
、
自
然
の
中
で
の
共
同

生
活
を
求
め
る
人
々
を
追
っ
た
長
編

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『Second 

Nature

』
を
制
作
中
。

www.martinahooglandivanow.com

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

写
真
の
町
東
川
よ
り
海
外
作
家
賞

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
私
の
日
本
文
化
へ
の
関

心
は
長
く
深
く
、
文
学
、
美
術
、
造

本
、
写
真
、
映
画
と
い
っ
た
分
野
か

ら
多
く
の
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
私

に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
写
真
と
は
、
現
代
社

会
の
複
雑
さ
や
矛
盾
に
対
す
る
継
続

的
な
関
心
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
は
私
の
作
品
全
体
を
貫
く
一
本

の
糸
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
制
作

の
プ
ロ
セ
ス
は
、
人
間
の
経
験
に
お

け
る
二
重
性
や
、
自
己
と
外
界
と
の

関
係
性
を
探
る
た
め
の
手
段
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

造
本
や
編
集
の
過
程
で
、
私
は
反

復
と
抽
象
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
思

考
を
重
ね
ま
す
。
不
条
理
性
や
演
劇

性
、
そ
し
て
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し

演
じ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
テ
ー

マ
が
繰
り
返
し
浮
か
び
あ
が
り
、
た

び
た
び
自
然
界
や
人
間
関
係
と
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
れ
が
作
品
の
中
で
幾

重
に
も
重
な
り
合
い
、
織
り
な
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
人
間
を
奇

妙
な
種
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
何
を

す
べ
き
か
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
行

動
で
き
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
破
壊

的
で
あ
る
一
方
で
、
驚
く
べ
き
可
能

性
を
秘
め
て
も
い
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

視
覚
的
な
ず
ら
し
や
影
の
操
作
を
用

い
、
削
ぎ
落
と
さ
れ
、
抽
象
化
さ
れ

た
視
覚
言
語
を
生
み
出
す
方
法
を
発

展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
ア
ナ
ロ
グ
写

真
と
暗
室
で
の
作
業
は
こ
の
プ
ロ
セ

ス
の
中
核
を
な
し
て
い
ま
す
。
ネ
ガ

の
不
透
明
性
と
透
明
性
を
押
し
広
げ

る
こ
と
で
、
「
不
在
」
の
可
能
性
に

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
は
し

ば
し
ば
人
間
の
目
で
は
捉
え
き
れ
な

い
情
報
を
記
録
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
私
は
、
あ
え
て
「
少
な
く
見
せ
る
」

こ
と
の
可
能
性
を
探
求
し
て
い
る
の

で
す
。

▲From Circular Wait, 2010‒2014

【
第
42
回
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員
】

（
敬
称
略
／
五
十
音
順
）

北野 謙
（写真家）

神山 亮子
（学芸員・戦後日本美術史研究）

上野 修
（写真評論家）

安珠
（写真家）

原 耕一
（デザイナー）

丹羽 晴美
（学芸員・写真論）

柴崎 友香
（小説家）

小原 真史
（キュレーター・写真史）
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ジェシンモウ
ミャンマー

家具の町東川町が世界の若いデザイナーを応援！
第5回「隈研吾 & 東川町」ＫＡＧＵデザインコンペ
　3月22日、せんとぴゅあⅠ講堂にて、第５回「隈研吾＆東川町」KAGUデザインコンペの公開
プレゼンテーション及び表彰式が開催されました。
　KAGUデザインコンペは、次の時代を担う若者に対して、新しい丁寧な暮らしの提案につなが
る「KAGU」のデザインを募集するコンペです。「健康な家具」をテーマに、30歳以
下の学生を対象に作品を募集した結果、18の国・地域から324点もの提出をいただき
ました。アイディアあふれる作品の中から、2月中旬に入選10作品を決定。3月22日
に審査員と入選した10組が東川に集い、公開プレゼンテーションを行ったのち、最
終審査が行われ、同日行われた表彰式にて各賞の発表と表彰が行われました。

　今回のコンペの作品は、今の時代に必要なものを
自然と考えさせてくれる、東川らしいタイムリーなもの
ばかりでした。「健康な家具」という非常に難しいテー
マの中、審査員の想像以上にシャープで面白いアイデ
アが多く、次世代の皆さんが健康というテーマを、体
の健康・心の健康・多世代の健康といったあらゆる角
度から柔軟に解釈したデザインにワクワクしました。
最終選考に残った作品からは、それぞれがテーマをし
っかり捉え、今の社会に前向きに向き合っている様子
が伝わってきて、とても印象に残りました。
　世界から集まり東川町で出会った受賞者の皆さん
は、これから社会に出て様々なチャレンジをするかと
思いますが、今後もぜひ東川町に関わり続けてほしい
と思います。写真の町であると同時にデザインの町、
家具の町として、このデザインコンペを通じて共に成
長していける素晴らしい未来を作っていきましょう。

イ・ジュンホ
韓国
　こんなにもすごく素敵なKAGUコンペ
で、このような優秀な成績が出たことを
未だにも信じられないくらいすごく嬉し
いです。
　本当に皆さんありがとうございます。

●最優秀賞（隈研吾＆東川町賞） ●審査委員長　隈研吾氏コメント

イ・ジョンファ
キム・ミソン
キム・ナユン
クァク・イェジ
韓国

●優秀賞

コンペ公式HP▲

●準最優秀賞（SOLIZE賞）
●特別賞（東川木工会賞）

　3Dスキャンによってその人に合うものの作成が可能な
点が興味深い。
　また、枕や座布団などのように、人間が使い方を決めて
家具に歩み寄るのが面白い。
「東川木工会賞」について
　第5回より新たに「東川木工会賞」を設けました。本賞は、地域
の木工所業者で構成される東川木工会が審査を行い、デザイン
の魅力に加え、地域産業との親和性といった視点から作品を選
定するものです。
　次代を担う世界の若手作家と東川町のものづくりをつなぐこ
とで、人材育成と産業振興の両面に寄与する取り組みとして期待
されています。

　認知症という深刻な問題
に対して、楽しげな案であ
りながらも誠実に向き合っ
ているところが素晴らしい。
　難易度の変更など発展
性がみられる点が面白い。

　床座の人と椅子座の人と
で同じ目線で話せるところ
が東洋らしさが見られて面
白い。
　また、強度に不安が残る
ものの、そのことにより揺
れる構造となっているのが
面白い。

ベ・チャンウ
イム・スンス
韓国
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【問合せ】 ｢隈研吾&東川町｣KAGUデザインコンペ実行委員会
　　　　　（東川町文化交流課内） ☎82-2111 (内線734)

　これまでの受賞作品は、入賞者と町内の家具工房がタッグを組み制作を進めております。東川町の家具職人の高い技術
と支えにより、世界の才能あふれる若いデザイナーたちが夢に向かって一歩を踏み出しています。

●佳作

KAGUコンペ作品×町内家具工房

結城健仁
日本

ウ・スンジュン
韓国

チェ・ダビン
イ・ミンヒョン
韓国

【第3回優秀賞】
イ・ヨンヒ
（韓国）

×
大雪木工

（東川町北町４丁目13-2 ）

【第4回最優秀賞】
アイシャ・アイエンガー
マヤ・シャミール
（アメリカ）

×
北の住まい設計社
（東川町東7号北7線）

【第4回優秀賞】
ジェシンモウ
（ミャンマー）

×
WOOD WORK

（東川町北町7丁目11-16 ）

向蒼依
日本

リン ジュンシュアン
ディン アン

中国

キム・ヨンジョン
韓国

上位に選ばれなかった他の入選作品も、アイディアあふれる素晴らしいものばかりでした。みなさん受賞おめでとうございます！
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東
川
中
学
校
（
児
玉
賢
一
校
長
、
２
５
０
人
）

で
は
、
新
入
生
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
時

間
を
と
も
に
過
ご
す
自
分
専
用
の
「
学
び
の
椅

子
」
に
腰
か
け
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

児
玉
校
長
は
「
し
っ
か
り
と
し
た
返
事
や
引

き
締
ま
っ
た
表
情
か
ら
中
学
校
生
活
に
向
け
て

の
決
意
を
感
じ
、
大
変
た
の
も
し
く
思
い
ま
し

た
。
伸
び
盛
り
の
皆
さ
ん
に
３
つ
の
大
切
な
こ

と
を
お
話
し
ま
す
。
一
つ
目
は
夢
や
希
望
を
も

つ
こ
と
。
こ
の
東
川
町
は
写
真
文
化
や
家
具
デ

ザ
イ
ン
文
化
、
そ
し
て
雄
大
な
大
雪
山
に
象
徴

さ
れ
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
そ
う
し
た

中
で
多
く
の
方
が
、
自
分
の
思
い
や
願
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
切
り
開
い

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
共
通
す
る

こ
と
は
目
標
を
持
ち
、
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
を

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
で
す
。
夢
は
す
ぐ
見
つ

か
ら
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
一
歩
一
歩
前
に

進
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
目
は
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
。
中
学
校
で
は
自
分
で

考
え
、
進
ん
で
行
動
し
、
学
ん
で
い
く
場
面
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
皆
さ

ん
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、

挑
戦
し
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
中
学
生
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
三
つ
目
は
友
達
の
良
さ
を
認

め
、
支
え
合
う
こ
と
。
学
校
生
活
は
多
く
の
仲

間
と
と
も
に
過
ご
す
毎
日
で
す
。
一
人
で
は
で

き
な
い
こ
と
も
仲
間
と
支
え
合
う
こ
と
で
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
互
い
の
良
さ
を
認

め
合
い
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
で

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。
あ
た
た
か
な
人
間

関
係
を
築
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
新
入

生
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

東
川
小
学
校
（
佐
藤
正
和
校
長
、
４
３
４
人
）

で
は
、
佐
藤
校
長
が
「
今
日
か
ら
皆
さ
ん
は
東

川
小
学
校
の
大
切
な
一
年
生
で
す
。
そ
し
て
、

東
川
小
学
校
の
大
切
な
仲
間
に
な
り
ま
す
。
こ

の
学
校
に
い
る
ひ
と
は
み
ん
な
頼
り
に
な
り
ま

す
か
ら
、
安
心
し
て
学
校
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
。

明
日
か
ら
元
気
に
学
校
に
来
て
く
れ
る
の
を
待

っ
て
い
ま
す
。
」
と
約
束
を
し
、
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
（
小
野
敦
司
園
長
、
２
２
６

人
）
で
の
入
園
式
で
は
、
小
野
園
長
か
ら
「
皆

さ
ん
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
、
「
た
い
」

を
さ
が
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
ど
ん
な
「
た
い
」

か
と
い
う
と
も
っ
と
よ
く
見
て
み
た
い
、
お
話

を
た
く
さ
ん
聞
き
た
い
、
お
友
達
と
仲
よ
く
遊

び
た
い
、
こ
ん
な
物
を
作
っ
て
み
た
い
、
い
っ

ぱ
い
運
動
し
た
い
、
お
い
し
い
給
食
を
た
く
さ

ん
食
べ
た
い
。

　

こ
ん
な
、
た
く
さ
ん
の
「
た
い
」
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
の
で
す
。
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ

ん
な
皆
さ
ん
の
「
た
い
」
を
応
援
し
て
く
れ
る
、

先
生
方
が
い
ま
す
。
思
い
っ
き
り
、
あ
な
た
の

好
き
な
「
た
い
」
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」

と
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
!
新
入
学
・
入
園

お
め
で
と
う
!
新
入
学
・
入
園

　

４
月
７
日
に
中
学
校
、
８
日
に
町
内
４
つ
の
小
学
校
で
入
学
式
が
、
11
日
に
幼
児

セ
ン
タ
ー
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
は
４
校
合
わ
せ
て
76
人
、
中
学
校

は
94
人
が
入
学
。
幼
児
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
33
人
の
お
と
も
だ
ち
が
入

園
し
ま
し
た
。
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４
月
11
日
㈯
令
和
８
年
度
学
び
舎
ひ
が
し
か

わ
の
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
時
間

講
師
（
大
学
生
）
の
紹
介
の
後
、
学
び
舎
ひ
が

し
か
わ
の
進
路
・
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ミ
ラ
イ

ズ
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い

た
塾
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
時
間
講
師
（
大
学
生
）

が
年
齢
、
性
別
、
肩
書
を
越
え

て
、
お
互
い
の
想
い
や
価
値
観
、

考
え
方
を
共
有
し
合
い
ま
し
た
。

　

「
自
分
と
他
の
メ
ン
バ
ー
の

意
見
が
全
く
異
な
っ
て
驚
い
た
。

自
分
と
は
異
な
る
視
点
を
持
っ
て
い
て
『
な
る

ほ
ど
』
と
思
う
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
」
（
塾

生
）
、
「
共
感
で
き
る
、
で
き
な
い
に
至
る
ま

で
の
過
程
（
考
察
）
が
人

そ
れ
ぞ
れ
で
、
聞
い
て
い

て
楽
し
か
っ
た
し
、
学
び
に
も
な
り
ま
し
た
。
」

（
保
護
者
）
、
「
大
人
も
学
生
も

交
え
て
１
つ
の
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
う
場
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
よ
り
も
、

人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
気
づ

き
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
こ
と
が
社
会
生
活
で
も
と

て
も
大
切
な
の
で
、
学
生
の
う
ち

か
ら
こ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
こ
と

は
子
ど
も
に
と
っ
て
も
素
敵
だ
と

思
い
ま
す
。
」
（
保
護
者
）
、
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

歩
道
の
渡
り
方
を
実
践
し
ま
し
た
。

新
１
年
生
は
ま
だ
慣
れ
な
い
様
子

で
、
見
守
っ
て
い
る
交
通
安
全
指

導
員
や
警
察
官
に
教
わ
り
な
が
ら
、

左
右
を
確
認
し
な
が
ら
手
を
挙
げ

て
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
川
駐
在
所
の
清
水
氏
か
ら
は

　

４
月
14
日
㈫
か
ら
東
川
第
二
小
学
校
を
皮
切

り
に
、
町
内
の
各
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
春
の
入
学
時
期
に
合
わ

せ
、
東
川
町
交
通
安
全
協
会
が
主
催
し
て
い
ま

す
。

　

東
川
小
で
実
施
し
た
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
さ
わ
や
か
な
青
空
が
広
が
る
中
で
、
横
断

「
み
ん
な
上
手
に
で
き
て
い
ま

し
た
。
今
日
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
気
を

付
け
て
い
く
の
が
大
切
。
命
を

守
る
た
め
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
し

っ
か
り
と
か
ぶ
っ
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

横
断
歩
道
は
、
歩
行
者
優
先

で
あ
り
、
運
転
者
に
は
横
断
歩

道
手
前
で
の
原
則
義
務
や
停
止
義
務
が
あ
り
ま

す
。
学
校
へ
の
登
下
校
に
慣
れ
始
め
る
時
期
は
、

子
ど
も
が
被
害
に
遭
う
交
通
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
速
度
の
出
し
す
ぎ
に
注
意

し
、
周
り
の
安
全
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
、
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
な
運
転
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
入
学
の
春
、交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

新
入
学
の
春
、交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

学
び
舎
ひ
が
し
か
わ　

令
和
8
年
度
開
講
式

学
び
舎
ひ
が
し
か
わ　

令
和
8
年
度
開
講
式

　

４
月
11
日
㈯
、
東
川
町
産
業
ツ
ー
リ
ズ
ム
施

設CRAFTPIA

に
て
、
学
び
の
椅
子
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
東
川
町
で

は
４
月
14
日
を
「
良
い
椅
子

の
日
」
と
定
め
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
家
具
や
木
工
に
親
し
み
、

自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
文
化

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
家
具
に
感
謝
し
、
長

く
大
切
に
使
い
続
け
る
習
慣

を
広
め
る
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
参
加
者
が
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
〝
学
び
の
椅
子
〞
を
持
ち
寄
り
、

プ
ロ
の
家
具
職
人
に
よ
る
基
本
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
方
法
を
実
演
形
式
で
学
び
ま
し
た
。
汚
れ

の
落
と
し
方
や
オ
イ
ル
仕
上
げ
の
コ
ツ
、
ぐ
ら

つ
き
の
直
し
方
な
ど
、
日
常

で
実
践
で
き
る
技
術
が
紹
介

さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
自

分
の
手
で
椅
子
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
喜
び
を
感
じ
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
使
い

続
け
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

東
川
町
は
、
木
工
家
具
の

町
と
し
て
、
家
具
と
と
も
に

あ
る
暮
ら
し
の
価
値
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
「
良
い
椅
子

の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、
こ

れ
か
ら
も
家
具
を
大
切
に
す
る
文
化
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。　

「
良
い
椅
子
の
日
」家
具
を
長
く
使
い
続
け
る
た
め
に

「
良
い
椅
子
の
日
」家
具
を
長
く
使
い
続
け
る
た
め
に

◀
入
塾
や
個
別
説
明
会
を

　

希
望
す
る
方
は
こ
ち
ら
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ほんの森
司書のオススメ
せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森
【貸し出し】
図書、紙芝居、雑誌は一人合計10点まで（15日間）
ＤＶＤは一人２本まで（８日間）
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストもお受けしています

ほんの森
司書のオススメ

樹木譜（一般書）
奥田　實／著　平凡社／刊

　東川町在住の写真
家・奥田實氏が2010
年に出版した前作『生
命樹』の樹木150種に
新たに7種を加えた図
鑑&植物誌。イチョウ、
エゾマツ、ノイバラな
ど北海道の大地の魅力
的な樹木を撮影し、花
や種、葉などの写真を
組み合わせ、植物が季
節ごとに見せる様々な
姿をひとつの画面にま
とめたボタニカルフォ
トコラージュの手法で
表現する。

　東川町に来ているインターンの学生さ
んたちからは、毎年のように「東川町の
好きなところはどこですか？」と聞かれ
ます。そのたびに思い浮かぶのは、町の
みなさんの姿勢です。東川町に四年以上
住んでいますが、見た目のことで二度見
されたり、じろじろ見られたりすること
はほとんどありません。子どもからお年
寄りまで、誰もが親しく自然に接してく
れます。「北海道は移住者が多いからみ
んなウェルカムなんじゃない？」と言わ
れることもありますが、道内の他の町で
は二度見されることも多く、やはり東川
町は特別だと感じます。
　この町の人たちは、気になることがあると、子どもで
も遠慮せずに直接聞いてきます。「なんでかぶってる
の？」「暑くないの？」と質問されたり、放課後の事業
の“わくわくプレイス”では“、子どもたちが私のヒジャブ

（イスラム教の女性がかぶる布）を触ったり、引っ張っ
たりしたこともあります。中には「ウィラはハゲてるか
らかぶってるんでしょ？」なんて言う子も（笑）。でも、
それは子どもたちの好奇心だから、気にしたり腹を立て
たりすることはありません。
　私は、じろじろ見られるより、直接聞かれるほうがず
っと嬉しいです。どちらも「興味」から生まれるもので
すが、正直に向き合ってくれる姿勢に温かさを感じます。

　他の友人たちは「イスラム教徒と知
られても、お酒を勧められたり、神様
は見ていないよと言われたりする」と
話していました。けれど東川町では、
信仰や習慣を尊重してくれる人が多く、
家に招かれると私が食べられる料理を
用意してくれたり、「ごめんね、これ
はウィラは食べられないんだ」と優し
く教えてくれたりします。そんな日々
の中で、「東川町は他の町より一歩先
に多文化共生が実現している」としみ
じみ感じています。
　この記事を書く少し前には、知らな

いおじさんが「冬に暖かそうな格好だね」と声をかけて
くれました。そのひと言からいつの間にかイスラム教の
話にまで広がり、最後に「面白い話をありがとうね」と
笑顔で手を振ってくれました。なんだか心がぽかぽかす
るような、素敵な一日でした。

133世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！
声をかける勇気、受けとめる温かさ
― ヒジャブ越しに見えた東川 ―
東川町国際交流員（CIR）  
ウィラスティ・アンレニ

担当ＣＩＲからヒトコト
　せんとぴゅあIのほんの森で、インドネシア・
ラマレラ村の捕鯨に関する本を展示します。ぜひ
ご覧ください。 ウィラスティ・アンレニ

※一部館外貸し出しできない書籍もございます。

国際文化紹介ブース5月
インドネシア編

　せんとぴゅあⅡで、東川町国際交流員（CIR）
が母国に関連した書籍を紹介‼
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.176

第236回

「デジタル教科書」

　やっぱりか。フィンランドが学力の低下をタブレ
ットの導入によるものとして、デジタル教科書を見
直すことにしました。スウェーデンもタブレットの
使用を見直し、160億円かけて紙の教科書を復活さ
せました。デジタル化から10年。OECD（経済協力
開発機構）が実施するPISA(生徒の学習到達度調査)
で学力上位だった国々が、次々とタブレット使用に
よる学力低下や集中力の欠如を認めています。私も
日々感じているところですが、タブレット画面で滑

るように書いた字は記憶に残りません。そして、す
ぐインターネットで調べたり、AIがしてくれた作文
は、脳に定着しません。見栄えが良くても、オリジ
ナリティのない面白みのないものができあがってし
まう。そうは言いつつも、私もタブレットを全く使
わないわけではありません。すぐ消せる安心感から
書くことに抵抗が減るというメリットを感じてはい
ます。でも私としては清書だけでも紙に書かせたい。
それともう１つ。作文するときはネット検索を禁止
しています。検索結果を写しただけでは、なぜそう
いう表現になったのか、というプロセスが抜けてし
まい、何も身につかないから。つたなくても、今ま
で習った表現を、一生懸命頭の中を探したり、教科
書をひっくり返したりして使う。この脳から引っ張
り出す、思い出す行為が語学の定着に必要なことだ
と思っています。そう指導していても、家でパソコ
ンで作った英作文を提出する生徒が１人や２人はい
ます。こちらは１人１人の力を把握しているので、
一目見たらわかります。残念ながら、そういう生徒
は伸びません。

　フィリピンでは夏休みは、学生にとって１年でも最高に
ワクワクする時期の１つ。なぜかと言うと、４月、５月と
約２ヶ月も続くから。この時期は１年で暑さと乾燥のピー
ク。でもだからといって、子供たちが炎天下の外遊びや学
校の休みを存分に楽しまない、なんてことにはなりません。
　フィリピンはほぼ１年中祭りが開催されることで知られ
ています。１月、５月、12月は特に多い。中でも５月はい
くつかの文化的な理由から祭りの月とされます。大きな理
由の１つは、たくさんの町で地元のフィエスタ（祭り）を
祝うから。１番人気はスペイン語で「５月の花」を意味す
る「フローレス・デ・マヨ」という祭り。５月中、人々は
午後や夕方に集まると、地元の教会やコミュニティで花を
捧げ、小規模な祝いごとを行います。コミュニティ全体を

巻き込んだお祝いで、毎日、違う家族やグループが花と装
飾と活動の準備をします。また、この時期子供たちは時間
があるので、おしゃれをしてよく毎日の献花に参加します。
　この祭りのクライマックスがサンタクルザンです。美し
いガウンや正装をまとった人々が街を練り歩く、華やかで
優雅な行列です。参加者の多くは若い女性で、装飾された
アーチの下を、地域住民が見守る中、花を手にパレードし
ます。フィリピンでは５月は花の季節なので、この祭りは
「５月の花」とも呼ばれます。ブーゲンビリア、イエロー
ベルズ、アラビアンジャスミンなど、多くの植物や木々の
花が咲き誇ります。こうした文化的な伝統によって、フィ
リピンの人たちは深い地域の絆や家族関係を築き、常に前
向きな人生観を持ちます。

Flores de Mayo　Jemarie Tumanot Montolo   

Summer break in the Philippines is one of the most exciting times of the year for students. 
Why? Because it lasts for about two months starting from April until May. This is also the 
peak of the hottest and driest time of the year but this does not stop kids from playing out-
side under the heat of the sun and enjoying the school break.
The Philippines is known for having festivals almost all year round. The months of January, 
May and December are considered the most festive months. The month of May is the fes-
tive month for several cultural reasons. One main reason is that many towns celebrate their 
local fiestas. The most popular celebration is ‘Flores de Mayo’ from a Spanish word meaning 
‘Flowers of May’. Throughout the entire month of May, people gather in the afternoon or evening to offer flowers and hold small 
celebrations in their local churches or communities. The celebration is meant to involve the whole community. Different families 
or groups may prepare the flowers, decorations, or activities each day. And since children are not busy on these days, they often par-
ticipate by dressing nicely and joining the daily flower offerings.
The grand finale of this celebration is the Santacruzan. It is a colorful and elegant procession of people  in the streets wearing beau-
tiful gowns and formal clothing. Many participants are young women and they walk under decorated arches or carry flowers while 
the community watches the parade.
 It is also called ‘flowers of May’ because May is the season of flowers in the Philippines. A lot of plants and trees are in bloom, like 
Bougainvillea, Yellow Bells, Arabian Jasmine etc.
Because of these cultural traditions, Filipinos build strong community ties, close family relationships and always have a positive out-
look in life. 

フローレス・デ・マヨ　ジェマリー・モントロ　（訳：宮地晶子）

【ちょっと豆知識】宮地晶子
　スペインの植民地だったとき
「フィリップ２世の島々」（las is-
las Filipinas）と名付けられたフ
ィリピン。その後、アメリカの支
配下で、つづりがFからPhになり
the Philippinesと変わりました。
複数形を表すsが付いているのは、
島が7641もあるからです。
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⬇

道具を使わずお家でできる
コンディショニング通信

申込み ①QRコード ②B&G海洋センター・共生プラザそらいろ受付窓口 ③電話☎82-4600

テーマ：1日3分！肩こりをやわらげるカラダづくり
　デスクワークやスマートフォンの使用などで、「肩や首がこる」と感じることはありませんか？
　肩こりは、肩まわりだけでなく、胸まわり（胸椎）が動きにくくなっていることも一つの原因です。
　胸まわりがかたくなると背中が丸まりやすくなり、頭や肩が前に出て、首や肩に負担がかかりやすくなります。
　今月は、胸をひらきやすくするストレッチと、胸をひらいた状態で腕を上げる動きを行います。

今年はテーマごとに２種目をご紹介します。
肩こり・腰痛などの日常生活で起こりやすい不調の改善や姿勢改善、ケガしないカラダ作りにご活用ください。
日々コンディショニングセッションも行っておりますので、ぜひそちらにもご参加ください。

【エクササイズ②】
ポイント：背中と手の甲が壁から離れないように行い
ましょう。

【エクササイズ①】
ポイント：がんばりすぎず、「気持ちいい」と感じる
くらいの強さで行いましょう。

壁側の足を前に出して、胸の前
がストレッチしているところで深
呼吸を5回します。

手の甲を壁につけたまま、腕を
ゆっくり上に上げます。
背中が壁から離れない範囲で
行い、5～10回繰り返します。

背中を壁につけ、肩と肘が90
度の位置におき、手の甲は壁
に触るようにします。

壁に腕をつけ、肩と肘が90度
の位置にします。

World Sports ReportWorld Sports Report No.027

雪がなくてもトレーニングする方法
東川町スポーツ国際交流員（SEA）　ペル・ロビン・ヨハネス・クヴィスト（ロビン）
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大雪山の素顔大雪山の素顔

大
雪
の
麓
〜
ひ
が
し
か
わ
的
観
光
イ
ズ
ム

大

俳　

句

俳　

句

俳　

句

◀
旭
岳
山
頂
か
ら
日
本
海
側
の
眺
め
（
留
萌
方
面
の
海
ま
で

　

直
線
距
離
で
約
80
㎞
）

海から遠く離れている場所
　いよいよ北海道も本格的なグリーンシーズンを迎
え、海や山へ出かける方も多くなってくるかと思いま
す。そんな中、先日SNSで「海岸線から一番遠い場所
で寿司を食べる」という投稿が話題となりました。も
ちろん広い大地である北海道のどこかだろうと思い
ましたが、実は長野県佐久市（群馬県南牧村との県
境付近）の山奥にあるそうです。この地点は1996年
に国土地理院の調査によって特定されたそうです。
　実際にこの場所まで行くことも可能で、佐久市観光
協会によると、林道入口までは車で行き、そこから徒
歩で山道や沢を登りながら、全行程約１時間30分ほ
どで到達できるそうです。所々に案内標識も設置され
ており、迷う心配は少ないようです。到達点は特に展
望が良いわけではなく雑木林に囲まれており、「日本
で一番海から遠い地点」を示す標柱が立っていると
のことです。標高は約1,200ｍで、海からは約115㎞
離れているそうです。佐久市では、到達した方に「日
本で一番海から遠い地点到達認定証」を交付もして
います。
　では、「北海道で一番海岸線から離れている場所」
はどこか気になりますね。まず思い付くのが、「北海
道のへそ」と呼ばれる富良野市ではないでしょうか。
富良野市にはそれを示す中心標がありますが、これ
は1914（大正３）年から約２年間、当時の京都帝国

大学の研究者ら
が地球重力や
経緯度をもとに
北海道の中心
地点として調査
したことに由来
するもので、海
から最も遠い地点とは少し違うようです。
　では、その場所はどこかというと、実は美瑛町にあ
ります。大雪山十勝岳山系にある美瑛岳（標高2,052
ｍ）から東に約７㎞の地点で、同じく国土地理院の調
査によって特定されたそうです。海からの距離は約
108㎞で、日本で２番目に海から遠い場所とされて
います。ただし、佐久市の地点とは異なり、原生林に
囲まれているため、実際にその地点へ到達すること
は難しい場所です。
　しかし実質的には、美瑛町をはじめ、私たちが暮ら
す旭川周辺地域は、北海道の中でも特に海から離れ
たエリアです。旭川は古くから道北の物流拠点として
発展し、新鮮な魚介類が豊富に流通してきました。近
年では冷凍技術や流通の発展により、内陸部であり
ながらも新鮮な魚介類を日常的に味わうことができ
ます。大雪山の豊かな自然とともに、その恵みにあら
ためて感謝したいものですね。

  中 田 浩 康アクティビティ提供専門ショップ「HAC」
㈲アグリテック代表

足
跡
の
ス
タ
ン
プ
残
し
猫
の
恋

日
向
ぼ
こ
野
菜
づ
く
り
の
話
な
ど

新
緑
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
柵
を
越
え

囀
を
深
い
緑
の
自
画
像
へ

樺
若
葉
わ
た
し
本
日
風
に
な
る

道
の
曲
が
り
目
い
つ
か
ら
と
な
く
青
む

ポ
ツ
ポ
ツ
と
資
材
置
場
に
ふ
き
の
と
う

あ
ち
こ
ち
で
雪
を
割
る
音
春
の
風

真
新
し
鉛
筆
な
ら
べ
一
年
生

開
け
た
ら
閉
め
る
こ
れ
が
人
生
鰯
雲

バ
レ
ン
タ
イ
ン
緑
鮮
や
か
チ
ョ
コ
の
顔

紺　

野　

桂　

花

鶴　

岡　

真　

木

高　

瀬　
　
　

潤

八　

田　

昌　

代

若　

田　
　
　

郁

佐
々
木　

り　

え

斎　

藤　

夕　

桜

本　

田　
　
　

咲

山　

内　

み　

ゆ

石　

澤　

清　

宏

伊　

東　

花　

風

東
川
町
ヌ
タ
ッ
プ
吟
社

山
内
☎
82-

３
１
４
２

一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

〜
み
ん
な
が
先
生
で
み
ん
な
が
生
徒
〜

　

月
１
回
、
自
由
で
開
か
れ
た
句
会
を
開
催
し
、
俳
句
を

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

１
２
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
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東
川
町
が
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、
日
常

を
丁
寧
に
見
つ
め
、
東
川
ら
し
い
美
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
暮
ら
し
の
質
を
育
て
て
い
く

と
い
う
姿
勢
で
す
。
「
写
真
の
町
」
と
し
て

歩
ん
で
き
た
取
り
組
み
と
歴
史
は
、
そ
の
象

徴
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
写
真
文
化
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
通
し
て
見
え

る
風
景
は
、
町
の
営
み
そ
の
も
の
を
映
し
出

し
、
東
川
の
誇
り
と
し
て
根
づ
い
て
き
ま
し

た
。

　

音
楽
も
ま
た
文
化
の
ひ
と
つ
で
す
。
東
川

町
は
こ
れ
ま
で
も
多
様
な
音
楽
に
触
れ
る
機

会
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
、
日

本
を
代
表
す
る
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
亀

田
誠
治
さ
ん
と
の
連
携
に
よ
る
「
東
川
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
制
作
事
業
が
い
よ

い
よ
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

亀
田
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
有
限
会
社
誠

屋
と
は
、
２
０
２
２
年
に
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ

ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
し
、
以
来
、
日
比
谷

音
楽
祭
へ
の
出
展
協
力
を
は
じ
め
、
暮
ら
し

と
音
楽
を
つ
な
ぐ
多
様
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
亀
田
さ
ん
は
奥
様
の
佐
登
子

さ
ん
と
と
も
に
何
度
も
東
川
町
を
訪
れ
、
町

内
で
の
講
演
会
や
「
み
ん
な
の
音
楽
ク
ラ
ブ
」

へ
の
参
画
な
ど
、
町
の
文
化
活
動
に
深
く
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
お
二
人
が
町

民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
東
川
に
触
れ
る
中

で
、
今
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
訪
れ
て
く

だ
さ
る
ほ
ど
の
「
東
川
フ
ァ
ン
」
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ

る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
以
前
か
ら
温
め
て
き
た
構
想
が
、

い
よ
い
よ
形
に
な
り
ま
す
。
町
内
の
学
校
や

公
共
施
設
で
毎
日
鳴
る
チ
ャ
イ
ム
を
、
東
川

町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
す
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
と
し
て
制
作
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
、
年
度
内
に
は
完
成
、

来
春
に
は
町
に
新
し
い
音
が
流
れ
始
め
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
単
な
る
時
報
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
町

で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
毎
日
耳
に
す
る

「
ま
ち
の
音
」
で
す
。
写
真
が
東
川
の
風
景

を
切
り
取
る
よ
う
に
、
音
が
東
川
の
空
気
や

時
間
を
そ
っ
と
包
み
込
む
。
そ
ん
な
存
在
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
に
は
、

人
の
心
に
寄
り
添
い
、
記
憶
と
結
び
つ
き
、

人
生
の
節
目
を
彩
る
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
町
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

に
溶
け
込
み
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
東
川
ら
し

さ
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
東
川
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
思
う
と
、
郷
土
へ
の
誇
り

や
愛
着
を
育
む
大
切
な
き
っ
か
け
に
な
る
と

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
音
楽
の
力
を
、
町
の

未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
と
音
楽
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

が
重
な
り
合
う
こ
と
で
、
東
川
町
の
魅
力
は

さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
町

に
流
れ
る
新
し
い
音
が
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
い
、
日
々
の
風
景
を
よ
り
温
か
く

彩
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

ま
ち
を
想
う

ま
ち
を
想
う

「
写
真
の
町
」
東
川
町
長　

菊 

地 　

 

伸

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
デ
ィ
ー
制
作
事
業
が
始
動

東川で活躍する地域おこし協力隊を紹介します！東川で活躍する地域おこし協力隊を紹介します！
生涯学習推進課　三上 右近

東川のオススメポイント
　東川町郷土館です。当館は民間団体による入植の苦労を伝
える開拓資料や、ブランド米「東川米」の礎となった稲作展
示が充実。館内には地域の生活を支えた旭川電気軌道の車両
「モハ101」を保存しています。
 また、古代の展示では、幌倉沼周辺の墳墓遺跡など縄文晩期
から続縄文の貴重な資料をご覧いただけます。
　６月は縄文企画展、夏には東旭川の車両「モハ1001」と連
携した旧路線跡を巡るスタンプラリーも開催。鉄道遺産から
先史時代まで、東川の歴史の深さを体感できます。

　生涯学習推進課の三上です。郷土館に配属され、10カ月が経過いたしました。
　現在は、東川町の歴史や文化を次世代に繋ぐべく、資料整理や展示運営に励ん
でおります。着任から間もなく１年を迎えますが、貴重な資料の調査に携わると
ともに、地域のみなさまから教わる新しい発見も多く、充実した日々を過ごして
おります。
　今後は郷土館の再整備に向けて、「大雪山・旭岳の豊かな自然」と「写真の町」
を主軸に据えつつ、入植から現代に至る東川の歩みをしっかりと伝える展示を目
指します。町民のみなさまにとって魅力ある場所となるよう、みなさまと一緒に
郷土館を育てていきたいと考えております。
　これからも郷土の魅力に触れられる機会を広げられるよう努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。
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く ら し の
情  報

く ら し の
情  報

く ら し の
情  報

I n f o r m a t i o n  o f  L i v i n g

無料法律相談
5月26日㈫
午後１時～午後５時

無料法律相談
5月26日㈫
午後１時～午後５時

無料法律相談
5月26日㈫
午後１時～午後５時

予約・お問合せは12日㈫まで
森山大樹法律事務所（東町会館２階、完全予約制）

く 

ら 

し 

の 

情 

報  In
fo

rm
a

tio
n

 o
f L

iv
in

g

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
8,482人
3,974人
4,508人
4,235戸

2人
9人
70人
229人

　
166人）
85人）
81人）
152戸）

人口・世帯数　3月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父
翔汰

　
母
ゆう

　
町内会
東町１丁目

お 誕 生
生まれた子
能沢　奏汰

　　
町内会
北町２丁目
南町３丁目
西区
17区
北町３丁目

歳
おくやみ
亡き人
大澤　聰
笹川　正義
水尾　昭治
加藤　ヨシヱ
角田　辰雄

　
届出人
大澤　延博
笹川　良江
水尾　由美子
加藤　義和
角田　由美子

78歳
89歳
81歳
87歳
73歳

人のうごき
3月13日～4月10日に掲載確認できた方
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

お
知
ら
せ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
自
然
環
境
や
景
観
と
の

調
和
を
図
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
お
よ
び
条
例
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
設

置
に
適
さ
な
い
区
域
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
細
内
容
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
問
合

せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
範
囲

　

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
、
出
力

10
㎾
以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
を
町
内
に
設
置
す
る
場
合
（
建

築
物
の
屋
根
等
を
除
く
。
）

■
設
置
に
あ
た
る
義
務
事
項

①
開
発
事
業
の
公
表

②
住
民
説
明
会
の
実
施

③
開
発
事
業
の
協
議

問
合
せ　

適
疎
推
進
課 

適
疎
推
進
室

　

☎
役
場 

内
線
２
９
３

税
金
・
年
金

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
／
繰
下
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
65

歳
に
達
し
た
日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の

翌
月
分
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、
繰
上

げ
支
給
や
繰
下
げ
支
給
を
行
う
こ
と
で
、

65
歳
に
な
る
前
や
66
歳
以
後
に
受
け
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求
を

す
る
と
、
一
生
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た

は
増
額
さ
れ
た
率
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
付
加
年
金
も
同
じ

割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
ま
す
）
。

▼
繰
上
げ
支
給　

60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
に
請
求
す
る
と
、
年
齢
に
よ
り

一
定
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
下
げ
支
給　

66
歳
か
ら
70
歳
に
な

る
ま
で
に
請
求
す
る
と
、
年
齢
に
よ
り

一
定
割
合
で
増
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
25-

５
６
０
６
（
役
場
窓
口
：
税

　

務
住
民
課 

住
民
室
）

く
ら
し

美
し
い
風
景
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

雪
が
解
け
、
町
を
歩
く
と
、
公
園
や

道
路
な
ど
に
お
菓
子
の
袋
や
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
の
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
の
を
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
個
々
人
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ

ル
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
が
持

ち
込
ん
だ
ご
み
は
、
美
し
い
風
景
を
台

無
し
に
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
野

生
の
動
植
物
に
悪
影
響
を
与
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
出
し
た
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰

り
、
道
な
ど
に
落
ち
て
い
る
ご
み
は
拾

い
、
美
し
く
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
川
町
で
は
６
名
の
美
し
い
風
景
を

守
り
育
て
る
指
導
員
を
委
嘱
し
、
町
内

の
巡
回
、
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
、
清

掃
活
動
な
ど
美
し
い
風
景
の
保
全
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
３
・
１
１
７

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
無
料

回
収
し
ま
す

　

町
で
は
、
「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
の
認
定
業
者
で
あ
る
「
リ
ネ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
」
と
協
定
を

締
結
し
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ

コ
ン
・
小
型
家
電
の
宅
配
便
に
よ
る
無

料
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
ま

す
。

回
収
手
順

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
②
不
用
な
パ

ソ
コ
ン
を
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
る
③
宅
配

業
者
が
ご
希
望
の
日
時
に
回
収
▼
パ
ソ

コ
ン
を
含
む
１
箱
分
の
回
収
料
金
が
無

料
で
す
。
▼
消
去
ソ
フ
ト
を
無
償
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
（
有
料
で
デ
ー
タ
消

去
＆
証
明
書
の
発
行
も
可
能
で
す
。
）

▼
パ
ソ
コ
ン
と
一
緒
に
、
プ
リ
ン
タ
な

ど
の
周
辺
機
器
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
扇
風

機
な
ど
の
家
電
製
品
も
一
緒
に
回
収
可

能
で
す
。
▼
詳
細
は
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
が
で
き
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
専
用
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

　

ク
ル
㈱　

☎
０
５
７
０-

０
８
５-

　

８
０
０

▲リネットジャ
パンリサイクル
㈱HP
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５月14日㈭

５月15日㈮

５月30日㈯

5月16日㈯

日付

11:0010:30～

10:159:45～

11:008:30～

9:309:00～

9:309:00～

10:159:45～

11:008:30～

時間帯

西10号北26　第三分団消防庁舎前

ｷﾄｳｼ南1丁目　 第二地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前

東川町保健福祉センター横

東8号北1丁目　第三地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前

西町8丁目5番　西部地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前

北町5丁目8番　17区町内会館前

東川町保健福祉センター横

実　施　場 犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
登
録

と
毎
年
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
狂
犬
病
予
防
法
）

▼
犬
の
登
録

手
続
き　

税
務
住
民
課
で
随
時
受
付

料
金　

３
３
０
０
円
（
生
涯
に
一
度
）

▼
狂
犬
病
予
防
注
射

　

今
年
度
は
表
の
と
お
り
巡
回
致
し
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、

都
合
の
良
い
日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

す
で
に
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
４
月
に
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま

す
。
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
（
事

前
相
談
の
う
え
、
獣
医
師
が
ご
自
宅
な

ど
に
伺
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
）

料
金　

３
２
９
０
円
（
年
１
回
、
注
射

　

済
票
交
付
手
数
料
を
含
む
）

次
の
場
合
は
役
場
ま
で

①
転
入
者
の
方
な
ど
で
、
前
市
区
町
村

で
犬
を
登
録
し
て
い
た
場
合
：
登
録
手

数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
届
け
出
は

必
要
で
す
。
②
動
物
病
院
等
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
：
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
を
交
付
し
ま
す
。
（
６
０

０
円
）
。
③
犬
の
所
有
者
変
更
や
、
犬

が
死
亡
し
た
場
合
：
変
更
届
が
必
要
で

す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 
住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
３
・
１
１
７

戸
籍
の
振
り
仮
名
に
つ
い
て
（
５
月
25
日

ま
で
で
す
）

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法

が
施
行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏

名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

東
川
町
に
本
籍
が
あ
る
方
宛
に
令
和

７
年
８
月
に
戸
籍
の
振
り
仮
名
通
知
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
振
り
仮
名

で
誤
り
が
な
い
か
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
特
に
「
ャ
・
ュ
・
ョ
・
ッ
」

等
の
小
文
字
が
大
文
字
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
た
め
ご
確
認
い
た
だ
き
、

誤
り
が
あ
る
場
合
は
令
和
８
年
５
月
25

日
ま
で
に
正
し
い
振
り
仮
名
の
届
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
振
り
仮
名
に
誤

り
が
な
け
れ
ば
届
け
出
は
不
要
で
す
。

届
出
人
に
つ
い
て

▼
氏
の
振
り
仮
名　

原
則
と
し
て
戸
籍

　

の
筆
頭
者
が
届
け
出
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。
筆
頭
者
が
除
籍
さ
れ
て
い
る

　

場
合
は
、
そ
の
配
偶
者
、
そ
の
配
偶

　

者
も
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ

　

の
子
が
届
出
人
と
な
り
ま
す
。

▼
名
の
振
り
仮
名

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た
、
そ

　

れ
ぞ
れ
が
届
出
人
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
15
歳
未
満
の
場
合
は
親
権

　

者
等
の
法
定
代
理
人
が
届
出
人
と
な

　

り
ま
す
。

届
け
出
の
方
法

▼
役
場
窓
口　

役
場
１
階
税
務
住
民
課

　

窓
口
に
て
届
出
が
で
き
ま
す
。
本
人

　

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

　

持
っ
て
来
庁
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

　

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

　

方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し

　

て
オ
ン
ラ
イ
ン
届
出
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
３
・
１
１
７

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
じ

め
ま
し
た
！

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
多
く
の
方

に
展
示
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

展
示
期
間
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

こ
と
の
で
き
る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
、
前
期
・
後
期

の
２
回
に
分
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
集

め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
に
よ
っ
て
特
典
も

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
い
た
展
示
の
感
想
な
ど

も
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
時
の
気
持
ち
も
残
し
て
お

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
た
く
さ
ん
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
ス
タ
ン
プ
カ

ー
ド
を
楽
し
み
つ
つ
、
心
豊
か
な
時
間

を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
（
Ｈ
Ｕ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ

る
来
館
ポ
イ
ン
ト
も
つ
き
ま
す
。
）

入
館
料　

一
般
展
示
１
０
０
円
（
企
画

　

展
示
は
展
示
に
よ
っ
て
異
な
る
）※

　

中
学
生
以
下
は
無
料

問
合
せ　

写
真
の
町
課
写
真
の
町
推
進

　

室　

☎
役
場 

内
線
５
９
１

運
転
免
許
の
自
主
返
納
、
役
場
に
臨
時
窓

口
を
開
設
（
予
約
制
）

　

「
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
い
け
ど
、

警
察
署
ま
で
行
く
の
は
難
し
い
」
と
い

う
声
に
お
応
え
し
て
、
役
場
に
臨
時
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
免
許
証
の
代
わ
り

に
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
と
し
て

使
え
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
申
請

も
あ
わ
せ
て
行
え
ま
す
。
免
許
に
関
す

る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
（
事
前
予

約
制
）

場
所　

役
場
１
階 

ロ
ビ
ー

対
象　

東
川
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

▼
運
転
免
許
証
返
納
の
み
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

運
転
免
許
証

▼
運
転
経
歴
証
明
書
も
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

①
運
転
免
許
証
（
返
納
前
の

　

場
合
）　

②
収
入
証
紙
１
１
５
０
円

　

分
（
役
場
会
計
課
窓
口
で
購
入
可
）

　

③
顔
写
真
（
縦
３
㎝×

横
２
・
４
㎝

　

に
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
も
の
を
持
参
、

　

ま
た
は
役
場
内
の
証
明
写
真
機
で
撮

　

影
（
千
円
）
）

注
意　

▼
運
転
経
歴
証
明
書
は
後
日
発

行
。
▼
運
転
免
許
証
が
失
効
し
て
い

る
場
合
は
、
他
の
身
分
証
明
書
（
健

康
保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
▼
免
許
失
効
後
５
年
を
過
ぎ
た

方
、
取
消
処
分
を
受
け
た
方
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
班
回
覧
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
先　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
３
３

健
康
・
福
祉

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談

員
の
ご
紹
介

▼
身
体
障
害
者
相
談
員
：
坂
井
直
志
氏

　

身
体
障
害
者
相
談
員
と
は
、
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
の
各
種
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
支
援
、
関
係
機
関
の
業
務
に
対

す
る
協
力
等
を
行
い
ま
す
。

▼
知
的
障
害
者
相
談
員
：
片
山
寛
美
氏

　

知
的
障
害
者
相
談
員
と
は
、
知
的
障 18
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特定健診・若年者健診・後期高齢者健診・がん検診のお知らせ
　本年度前期の集団健診の申し込みを受け付けています。

旭川がん検診センター
（保健福祉センターよりバスにて送迎）

保健福祉センター
（実施医療機関：旭川厚生病院）会 場

チラシの申込用紙か、電話・FAXで保健福祉課 保健指導室（役場☎内線505～508）申 込 方 法

今月号広報と一緒に配布されたチラシをご覧ください。検査項目・料金

●特定健診
特定健診受診券をお持ちの
①30歳～74歳の町民で、大雪地区広域連合国民健康保険加入者  
②40歳～74歳の町民で、①以外の医療保険加入者の扶養家族及び協会健保本人
　（受けられる健診機関を、事業主などに事前にご確認ください）

●がん検診…30歳以上の町民（令和９年３月31日での年齢です）
　※子宮頸（けい）がん検診は20歳以上の女性の町民

●後期高齢者健診…75歳以上の町民（65歳以上の後期高齢者医療保険加入者も含む）
●若年者健診…20～39歳の職場等で血液検査などの健診の機会のない方

対 象 者

６月16日㈫・17日㈬ ７月15日㈬実 施 日

午前6時00分～10時00分
（15分ごとの受け付けです） 午前7時50分までに保健福祉センターに集合時 間

項 目 特定健診、若年者健診、後期高齢者健診、
胃がん、大腸がん、肺がん検診

特定健診、胃がん、大腸がん、肺がん検診
乳がん、子宮がん検診、婦人科超音波

定員になりしだい、締め切ります申 込 期 間

そ の 他 ・特定健診は健診当日、特定健診受診券・マイナンバーカード・健診料金が必要です。
・若年者健診及び後期高齢者健診はマイナンバーカードが必要です。

保健福祉課

害
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
、
関
係
機
関

の
業
務
に
対
す
る
協
力
等
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
員
へ
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
保
健
福
祉
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
相
談
員
の
方
と
の
日
程
調
整
等

を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

　

☎
役
場 

内
線
５
０
９

駐
在
所
に「
手
話
リ
ン
ク
」導
入
の
お
知
ら

せ
　

４
月
１
日
か
ら
、
道
内
の
全
交
番
・

駐
在
所
に
お
い
て
、
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
方
が
、
交
番
員
が
不
在
時
の
交
番
・

駐
在
所
を
訪
問
し
た
場
合
で
も
、
最
寄

り
の
警
察
署
と
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に

「
手
話
リ
ン
ク
」
を
導
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
こ
と
で
、
手
話
通
訳
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
警
察
署
の
職

員
と
連
絡
の
や
り
取
り
を
行
う
も
の
で

す
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
合
わ
せ
、
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
い
じ
め
、
差
別
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

家
庭
内
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

日
常
生
活
の
中
で
の
人
権
に
関
わ
る
困

り
ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

▼
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

６
月
１
日
㈪
午
後
１
時
〜
午
後

　

４
時

場
所　

共
生
プ
ラ
ザ
そ
ら
い
ろ 

２
階

　

相
談
室
２
（
東
町
２
丁
目
12-

10
）

相
談
料　

無
料
（
予
約
不
要
）

精
神
保
健
相
談
の
ご
案
内

　

上
川
保
健
所
で
は
、
心
の
健
康
に
関

す
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
ご
家
族
の
方

を
対
象
に
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
１
時

　

半
か
ら
同
４
時
ま
で
の
う
ち
１
時
間

　

程
度

場
所　

上
川
合
同
庁
舎
内　

上
川
保
健

　

所　

旭
川
市
永
山
６
条
19
丁
目

担
当
医　

上
川
保
健
所
嘱
託
医　

猪
俣

　

光
孝
医
師

問
合
せ　

上
川
保
健
所　

健
康
推
進
課

　

健
康
支
援
係　

　

※

申
込
は
相
談
日
の
２
日
前
ま
で

　

☎
46-

５
９
９
２

子
育
て
・
教
育

ま
ま
こ
っ
こ
ク
ラ
ス

　

助
産
師
さ
ん
に
疑
問
や
悩
み
を
相
談

し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
す
る
講
座
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
骨
盤
ケ
ア
＆
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
」
で
す
。
お
産
へ
の
準
備

＆
産
後
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
マ
マ
さ
ん

同
士
で
交
流
し
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
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婦
さ
ん
の
参
加
は
妊
娠
15
週
以
降
で

体
調
の
良
い
方
と
な
り
ま
す
。

講
師　

野
口
智
子
助
産
師
（
の
ぐ
ち
母

　

乳
育
児
相
談
室
）

日
時　

５
月
11
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

そ
ら
い
ろ
２
階　

活
動
ル
ー
ム

対
象　

町
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん
と
産
後

　

１
年
以
内
の
方　

※

お
子
さ
ん
も
一

　

緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

定
員　

約
10
名
（
要
申
込
）

申
込
先　

保
健
福
祉
課 

保
健
指
導
室

　

☎
役
場 

内
線
５
０
７

一
緒
に
考
え
よ
う
合
同
よ
ち
よ
ち
教
室

　

乳
幼
児
に
多
い
け
が
な
ど
の
救
急
手

当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
救
急
心
肺
蘇
生
の
実
技
講
習

で
す
。

内
容　

救
命
救
急
講
座
「
乳
幼
児
の
誤

　

飲
、
怪
我
の
対
応
」
「
心
肺
蘇
生
の

　

方
法
」

日
時　

５
月
28
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

子
育
て
中
の
親
子

定
員　

15
組
程
度
、
事
前
申
込
制

　

５
月
１
日
予
約
開
始

問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

募
集

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

　

次
の
日
程
で
募
集
し
ま
す
。
旭
川
駐

屯
地
に
あ
る
志
願
票
に
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

　

予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
男
女

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
受
付
を
行

　

っ
て
お
り
ま
す
。

試
験
日　

６
月
７
日
㈰
・
８
日
㈪
の
い

　

ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

問
合
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

旭
川
地
区
隊　

☎
55-

０
１
０
０

イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
の
フ
ァ
ン
ス
ポ －
参
加
者
募
集

　

令
和
６
年
度
ま
で
小
学
校
高
学
年
を

対
象
に
行
っ
て
い
た
事
業
が
、
町
民
全

員
対
象
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ａ
（
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
）

と
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら

交
流
し
ま
し
ょ
う
！
日
本
語
が
話
せ
る

Ｓ
Ｅ
Ａ
も
多
い
の
で
言
葉
の
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。

　

第
一
回
目
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

日
時　

５
月
16
日
㈯　

12
時
半
集
合　

　

午
後
１
時
プ
レ
ー
ボ
ー
ル　

午
後
３

　

時
終
了
予
定
（
雨
天
中
止
）

場
所　

ゆ
め
公
園
野
球
場

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

申
込　

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み

　

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
５
月
13
日

　

㈬
で
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

「
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
行
っ
て
み
よ
う
ツ
ア

ー
」や
っ
て
ま
す
！

内
容　

写
真
の
町
課
職
員
が
ご
案
内
す

　

る
「
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
行
っ
て
み

　

よ
う
ツ
ア
ー
」
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
誰
で
も

　

使
え
る
ラ
ウ
ン
ジ
（
無
料
休
憩
）
ス

　

ペ
ー
ス
や
授
乳
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

テ
レ
ワ
ー
ク
や
お
勉
強
、
ち
ょ
っ
と

　

し
た
集
ま
り
な
ど
で
も
、
お
気
軽
に

　

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
（
占
有
は

　

で
き
ま
せ
ん
。
）

　
　

ぜ
ひ
少
し
で
も
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
足
を
運
ん
で

　

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

　

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

　

す
。

　
　

自
治
振
興
会
や
町
内
会
な
ど
の
見

　

学
ツ
ア
ー
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

　

・
ど
う
し
て
「
写
真
の
町
」
な
の
？

　

ご
紹
介

　

・
開
催
中
の
写
真
展
の
ご
紹
介
＆
鑑

　

賞

　

・
写
真
展
鑑
賞
後
に
参
加
者
の
皆
様

　

で
少
し
お
し
ゃ
べ
り
（
コ
ー
ヒ
ー
・

　

お
茶
を
ご
用
意
）

　

※

全
体
で
30
分
程
度
の
ご
案
内
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈬
、
６
月
４
日
㈭
各

　

日
午
前
10
時
〜
／
午
後
１
時
〜
／
同

　

４
時
〜

参
加
料　

写
真
展
の
観
覧
料
の
み
（
写

　

真
展
に
よ
り
観
覧
料
が
異
な
り
ま
す
）

申
込　

不
要
。
実
施
日
時
の
５
分
前
ま

　

で
に
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
集
合
。

　

観
覧
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
ラ

　

ウ
ン
ジ
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

写
真
の
町
課
写
真
の
町
推
進

　

室　

☎
役
場 

内
線
５
９
１

東
川
町
か
ら
出
発
！
世
界
77
か
国
で
キ
ャ

ン
プ
＆
車
中
泊
を
し
た
夫
婦
が
、軽
自
動

車
で
南
ア
フ
リ
カ
へ
行
っ
て
き
た
！

　

世
界
を
旅
し
て
体
験
し
た
、
た
く
さ

ん
の
驚
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師　

石
澤
義
裕
氏

日
時　

５
月
21
日
㈭
午
前
10
時
半
〜
正

　

午
場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
講
堂

対
象　

一
般
、
留
学
生

定
員　

１
０
０
名

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

多
文
化
共
生
課
（
町
立
東
川

　

日
本
語
学
校
内
）

　

☎
役
場　

内
線
７
６
０

東
川
町
の
美
し
い
風
景
を
守
り
育
て
る
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　

講
師
は
、
北
海
道
を
代
表
す
る
ガ
ー

デ
ナ
ー
、
上
野
砂
由
紀
（
上
野
フ
ァ
ー

ム
）
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

「
素
敵
な
宿
根
草
ガ
ー
デ
ン

　

の
作
り
方
」
植
え
っ
ぱ
な
し
で
育
つ

　

宿
根
草
を
つ
か
っ
た
植
栽
デ
ザ
イ
ン

　

や
植
物
の
選
び
方
な
ど
楽
し
い
庭
づ

　

く
り
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン　

日
時　

５
月
22
日
㈮　

①
午
前
10
時
〜

　

午
前
11
時
半
②
23
日
㈯
10
時
〜
11
時

　

半

　

※

両
日
と
も
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
同

　

じ
で
す
。

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ
多
目
的
室

定
員　

【
町
民
限
定
】
各
回
20
名

　

※

定
員
を
超
え
る
お
申
し
込
み
が
あ

　

っ
た
場
合
は
抽
選
に
て
決
定
い
た
し

　

ま
す
。
（
重
複
参
加
は
不
可
）

料
金　

無
料

申
込
方
法　

役
場
税
務
住
民
課
ま
で
お

　

電
話
又
は
記
載
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

　

ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

５
月
15
日
㈮
午
後
５
時
15

　

分
そ
の
他　

５
月
18
日
㈪
に
参
加
決
定
の

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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道草館前
発

9:00

11:00

13:00

16:10

便名

1

2

3

4

キトウシの森
発

9:10

11:10

13:10

16:20

区分

2日間
共通

　

可
否
を
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

問
合
せ　

役
場　

☎
内
線
１
１
３
・
１

　

１
５

台
湾
極
美
画
会 

東
川
町
ス
ケ
ッ
チ
交
流

展
　

台
湾
を
拠
点
に
活
動
す
る
極
美
画
会

と
、
台
湾
招
聘
芸
術
家
の
面
々
が
来
町

し
、
東
川
の
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
。
そ
の

作
品
を
、
制
作
翌
日
か
ら
せ
ん
と
ぴ
ゅ

あ
に
て
展
示
し
ま
す
。

　

極
美
画
会
会
長
の
曾
惠
敏
さ
ん
が
２

０
１
２
年
に
東
川
短
期
日
本
語
研
修
に

参
加
さ
れ
た
ご
縁
か
ら
、
交
流
の
輪
が

少
し
ず
つ
広
が
り
、
こ
の
交
流
展
に
繋

が
り
ま
し
た
。

　

台
湾
の
風
景
画
16
点
、
絵
付
け
磁
器

２
点
も
あ
わ
せ
て
展
示
予
定
。

　

海
外
の
芸
術
家
の
手
で
描
か
れ
る
町

内
の
景
色
を
、
期
間
中
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

５
月
４
日
㈪
〜
５
月
24
日

　

㈰
展
示
場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ

　

（
午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

期
間
中

　

無
休
）
入
場
無
料

問
合
せ　

文
化
交
流
課

　

☎
役
場　

内
線
７
３
７

『
ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ
』
の
お
知
ら
せ

　

大
き
な
画
面
で
気
軽
に
映
画
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
ほ
ん
の
森
で
所
蔵
し
て

い
る
作
品
の
う
ち
、
町
に
上
映
権
の
あ

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
「
ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ
」
と
し

て
上
映
し
ま
す
。

内
容　

「
最
後
の
恋
の
は
じ
め
方
」

（2005

）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
、

恋
愛
下
手
な
男
性
た
ち
を
幸
せ
へ
導

い
て
き
た
デ
ー
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ヒ
ッ
チ
。
今
回
も
冴
え
な
い
会

計
士
ア
ル
バ
ー
ト
の
依
頼
を
受
け
、

セ
レ
ブ
の
ア
レ
グ
ラ
と
の
恋
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
独
自
の
〝
恋
愛
ル
ー

ル
〞
を
伝
授
す
る
。
だ
が
、
女
性
記

者
サ
ラ
と
出
会
い
、
自
分
自
身
も
恋

に
落
ち
た
こ
と
で
、
完
璧
だ
っ
た
は

ず
の
理
論
は
崩
れ
始
め
る―

―
。
恋

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
は
い
か
な
い
、

大
人
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
メ
デ

ィ
。

日
時　

５
月
29
日
㈮
午
後
１
時
半
〜
同

　

３
時
30
分
（
開
場
同
１
時
）

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ　

多
目
的
室

定
員　

25
名
（
無
料
、
先
着
申
込
順
）

申
込
方
法　

電
話
（
午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
）
、
ま
た
は
、
ほ
ん
の
森
カ
ウ

　

ン
タ
ー
で
受
付

問
合
せ　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
82-

４
２
４
５

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
ズ
・
エ
キ
ス
プ

レ
ス
ウ
ェ
イNEW

 YORK JAZZ 
EXPRESSW

AY

青
少
年
国
際
文
化

交
流
促
進
事
業2026

開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
躍
す

る
ジ
ャ
ズ
指
導
者
・
演
奏
家
の
青
森
善

雄
氏
と
、
氏
が
所
属
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ジ
ャ
ズ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
イ

の
メ
ン
バ
ー
４
名
を
招
い
て
の
音
楽
交

流
事
業
も
、
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
は
も
ち
ろ

ん
、
恒
例
と
な
る
中
・
高
の
吹
奏
楽
部

へ
の
演
奏
指
導
、
本
番
の
合
同
演
奏
も

予
定
。
過
去
に
鑑
賞
し
た
方
も
ま
だ
の

方
も
、
プ
ロ
の
演
奏
と
東
川
っ
子
の
活

躍
の
場
へ
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
28
日
㈭
午
後
６
時
半
〜

場
所　

東
川
複
合
交
流
施
設

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
講
堂

入
場
券　

一
般　

２
５
０
０
円

　

（
高
校
生
以
下
無
料
・
要
整
理
券
）

　

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所
：

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

文
化
交
流
課　

　

東
川
ミ
ー
ツ 

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
店

　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
な
が
さ
わ

　

道
の
駅
ひ
が
し
か
わ
「
道
草
館
」

　

※

５
月
１
日
よ
り
販
売
開
始

問
合
せ　

文
化
交
流
課 
交
流
推
進
室

　

☎
役
場　

内
線
７
３
７

町
内
団
体
か
ら

第
80
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

５
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
両
日
午

　

前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

問
合
せ　

同
実
行
委
員
会
（
東
川
振
興

　

公
社
内
）
☎
82-

２
６
３
２

▼
町
営
バ
ス
臨
時
便
（
道
の
駅
「
道
草

館
」
〜
キ
ト
ウ
シ
の
森
臨
時
バ
ス
停

（
無
料
）

問
合
せ　

都
市
建
設
課

「
小
西
健
二
音
楽
堂
」で
音
楽
で
暮
ら
し
に

彩
り
を
♬

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
ド
ー

ト
レ
ト
ミ
シ
ー
と
、
音
楽
で
交
流
し
な

が
ら
楽
し
く
暮
ら
し
に
彩
り
を
！

▼
楽
し
く
歌
お
う
！
う
た
ご
え
喫
茶

　

生
演
奏
で
色
々
な
曲
を
み
ん
な
で
楽

し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！
ガ
イ
ド
の
歌
が

有
る
の
で
知
ら
な
い
歌
で
も
大
丈
夫
。

歌
っ
た
後
は
お
茶
を
片
手
に
ワ
イ
ワ
イ

と
お
喋
り
に
花
が
咲
き
ま
す
。

５
月
の
歌
：
笑
っ
た
り
転
ん
だ
り
、
木

　

綿
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
、
岬
め
ぐ
り
、

　

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
な
ど

日
時　

５
月
７
日
㈭
、
同
14
日
㈭
各
日

　

午
後
１
時
半
〜
（
開
場
：
同
１
時
）

場
所　

小
西
健
二
音
楽
堂
ま
た
は
星
霜

　

（
予
約
時
ご
案
内
致
し
ま
す
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
要
予
約
）

▼M
usicaTalk C

afe

夜
音
茶
論

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
月
に
一
度

の
ワ
ン
コ
イ
ン
開
放
日
。
演
奏
を
し
た

り
歌
っ
た
り
話
し
た
り
、
過
ご
し
方
は

自
由
！
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
時
間
で
す
。

ピ
ア
ノ
を
弾
き
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

日
時　

５
月
13
日
㈬
午
後
７
時
〜
同
９

　

時
参
加
料　

５
０
０
円
（
学
生
・
留
学
生

　

無
料
）

▼
FM
り
べ
ー
る
「
ド
ー
ト
レ
ト
ミ
シ
ー

の
東
川
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ォ
レ
ス
ト
」

出
演
者
募
集
！

　

旭
川
FM
り
べ
ー
る
（83.7M

hz

）
で

毎
週
水
曜
午
後
９
時
〜
同
10
時
、
再
放

送
毎
週
木
曜
午
前
11
時
〜
正
午
放
送
中

の
番
組
で
、
お
知
ら
せ
、
宣
伝
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
内

容
に
つ
い
て
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
番
組
の
主
旨
に
添
わ
な
い
場

合
は
お
断
り
さ
せ
て
頂
く
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。
収
録
場
所
、
時
間
は
相
談
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
応
募
く

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

21
Higashikawa 2026.05



く 

ら 

し 

の 

情 

報  In
fo

rm
a

tio
n

 o
f L

iv
in

g
だ
さ
い
。
番
組
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
随
時
募
集
中
で
す
！ 

視
聴
は
ス
マ
ホ
向
け
ア
プ
リ
の

「ListenRadio
（
リ
ス
ラ
ジ
）
」
で

も
視
聴
で
き
ま
す
。

◆
共
通
事
項

申
込
・
問
合
せ　

小
西
健
二
音
楽
堂　

　

長
尾

　

☎
85-

７
２
７
４
（
土
日
祝
休
午

　

前
10
時
〜
午
後
６
時
）

　

konishikenjimusichall@gmail.com

町
外
団
体
か
ら

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　

大
切
な
人
が
突
然
倒
れ
た
ら
、
あ
な

た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。
命
を
救
う
た

め
に
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

等
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
講
習
後

に
は
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
（
東

　

神
楽
町
15
号
南
３
番
地
）

対
象　

東
川
町
か
東
神
楽
町
に
居
住
ま

　

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
小
学
５

　

年
生
以
上
の
方

問
合
せ　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署　

　

警
防
係

　

☎
83-

０
１
１
９

taisetsu.shobo@town.higashikagura.
lg.jp第

２
分
団
消
防
ポ
ン
プ
車
が
新
し
く
な
り

ま
し
た

　

西
部
地
区
の
東
川
消
防
団
第
２
分
団

車
が
、
車
両
老
朽
化
の
た
め
更
新
配
備

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い

た
車
両
は
平
成
11
年
に
導
入
さ
れ
た
水

槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
し
た
。

新
車
両
は
、
小
型
で
排
気
量
が
小
さ
い

で
す
が
、
小
回
り
性
能
・
機
動
力
・
安

全
性
能
に
優
れ
た
車
両
で
す
。
車
体
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
こ
と
で
狭
い
道

や
住
宅
地
で
も
迅
速
に
出
勤
で
き
る
ほ

か
、
安
全
性
能
や
環
境
性
能
も
向
上
し

て
い
ま
す
。

注
意
！
か
ん
が
い
用
水
路
で
の
水
難
事
故

　

農
作
業
の
開
始
と
と
も
に
、
か
ん
が

い
用
水
路
に
水
を
流
し
ま
す
。
水
難
事

故
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
箇
所
に
は
防
護
柵
や
立
入
禁
止
札

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
各
ご
家
庭
で

も
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
水
路
に

近
づ
け
な
い
、
用
水
路
近
く
で
遊
ば
せ

な
い
よ
う
に
し
、
子
ど
も
た
ち
を
水
難

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他　

▼
危
険
箇
所
な
ど
を
発
見
し

　

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
▼
用

　

水
路
、
排
水
路
、
農
道
に
は
ゴ
ミ
を

　

絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
土
里
ネ
ッ
ト
東
和
（
東
和

　

土
地
改
良
区
、
旭
川
市
東
旭
川
町
３

　

１
２-

13
）
☎
32-

２
２
４
１

生
活
・
仕
事
相
談
会

　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

を
対
象
に
、
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
生

活
の
中
で
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
ち
ょ

っ
と
し
た
困
り
ご
と
（
子
ど
も
の
学
習

な
ど
）
」
が
あ
れ
ば
何
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
（
要
予
約
、
無
料
）

日
時　

５
月
14
日
㈭
午
前
10
時
〜
10
時

　

50
分
・
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

申
込
先　

か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
（
旭
川
市
豊
岡
１
条
２

丁
目
１-

16
）
☎
38-

８
８
０

０
、
℻
33-

０
０
２
１
、
メ
ー
ル

anshin@kamikawa19.hokkaido.jp

申
込
期
日　

５
月
13
日
㈬
午
後
３
時
ま

　

でニ
ュ
ー
ス

東
川
大
雪
山
愛
護
少
年
団　

令
和
７
年
度

卒
団
式

　

３
月
11
日
、
大
雪
山
国
立
公
園
保
護

協
会
が
運
営
す
る
愛
護
少
年
団
は
、
東

川
町
役
場
に
て
開
催
さ
れ
た
卒
団
式
に

参
加
し
ま
し
た
。
卒
団
生
３
名
が
晴
れ

て
巣
立
ち
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日

は
在
校
生
６
名
に
加
え
、
町
内
外
か
ら

５
名
の
来
賓
が
出
席
し
、
温
か
な
雰
囲

気
の
中
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
団

生
を
代
表
し
て
隊
長
の
鈴
木
琥
羽
（
こ

う
）
さ
ん
が
「
１
年
の
活
動
を
通
じ
て

山
へ
の
関
心
や
山
を
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
意
識
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

自
然
に
学
び
自
然
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
に
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
旭
岳
の
登
山
道
整
備
は
す
ご
く
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
終
わ
っ
た
時
に
す
ご

く
達
成
感
が
あ
っ
た
」
「
自
然
は
人
間

の
手
に
よ
っ
て
簡
単
に
壊
れ
て
し
ま
う

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
然
の
こ
と
を
考

え
、
感
謝
し
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
た
」
「
自
然
環
境
の
保
全
、
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
、
防
災
へ
の
意
識
、

そ
し
て
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
令
和
７
年
度

の
活
動
を
通
し
て
得
た
学
び
や
成
長
を

感
じ
さ
せ
る
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
度
も
「
携
帯
ト
イ
レ
普
及
啓
発
清

掃
登
山
」
や
、
「
国
立
公
園
内
の
登
山

道
整
備
活
動
」
な
ど
、
地
域
や
自
然
と

関
わ
る
多
様
な
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

令
和
７
年
度
東
川
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ

賞
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
７
年
度
東
川
町
文
化
賞
・
ス
ポ

ー
ツ
賞
授
賞
式
が
、
３
月
23
日
に
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
賞
に
は
東
川
町
大
雪
山
愛
護
少

年
団
が
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
は
小
林
小
桜

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
川
町
大
雪
山
愛
護
少
年
団
は
、
郷

土
愛
の
精
神
の
も
と
、
大
雪
山
国
立
公

園
に
お
け
る
清
掃
活
動
や
登
山
道
整
備

を
中
心
と
し
た
活
動
を
長
年
に
わ
た
り

継
続
し
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
２
０
１
８
年
に
は
東
川
町
無
形
民

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲卒団式後の集合写真

▲メール申込み
　はこちら
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
士
別
市
立
上

士
別
小
学
校
よ
り
東
川
町
立
東
川
第
一
小

学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
歴
史
と
自

然
に
恵
ま
れ
、
写
真
を
始
め
文
化
を
大
切

に
す
る
町
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
が
温
か

く
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
こ

の
東
川
町
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
第
一
小
は
新
入
生
３
名

を
加
え
、
全
児
童
30
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
は
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
や
、

他
者
と
協
働
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
社
会
を

築
い
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
校

に
お
き
ま
し
て
も
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
よ
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

　
　

東
川
町
立
東
川
第
一
小
学
校
長

浅　

野　

拓　

司

　

こ
の
た
び
の
異
動
で
、
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
、

か
ぼ
ち
ゃ
が
特
産
の
和
寒
町
の
和
寒
町
立

和
寒
小
学
校
よ
り
東
川
町
立
東
川
第
二
小

学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
の
下
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
と
す
る
と
と

も
に
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た

教
育
を
展
開
し
て
い
る
東
川
町
。
個
人
的

に
も
、
食
事
や
買
い
物
、
観
光
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
何
度
も
訪
れ
て
い
た
東
川
町
。

魅
力
的
な
こ
の
町
に
い
つ
か
住
ん
で
み
た

い
、
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
今
回
、
そ
の
機
会
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
と
て

も
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
校
の
教

育
目
標
「
明
日
の
幸
を
め
ざ
す 

た
の
も

し
い
子
ど
も
の
育
成
」
が
達
成
で
き
る
よ

う
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を

大
切
に
し
、
教
職
員
一
同
、
子
ど
も
た
ち

に
愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
、
精
一
杯
教
育
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す

　
　

東
川
町
立
東
川
第
二
小
学
校
長

芳　

賀　

重　

紀

　

ご
縁
が
あ
っ
て
「
羊
の
ま
ち
」
士
別
市

か
ら
「
写
真
の
町
」
東
川
町
へ
、
東
川
小

学
校
に
着
任
し
ま
し
た
。
「
街
の
住
み
ご

こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
（
全
国
版
）
」
第
１
位

の
東
川
町
で
勤
務
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
新
１
年

生
58
名
を
迎
え
、
全
校
児
童
４
３
４
名
、

教
職
員
72
名
で
東
小
の
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
重
点
教
育
目
標

は
「
挑
戦
す
る
子
」
の
育
成
で
す
。
結
果

だ
け
で
な
く
挑
戦
の
過
程
を
大
切
に
し
、

失
敗
を
責
め
る
の
で
は
な
く
次
へ
と
つ
な

げ
る
指
導
や
声
か
け
を
重
視
し
な
が
ら
、

子
ど
も
一
人
一
人
の
「
や
っ
て
み
よ
う
」

を
支
え
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
転
入
の
際
、
道
の
駅
に

て
東
川
町
の
お
米
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
町
民
の
方
か
ら

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
声
が

け
を
い
た
だ
き
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
し

た
。
東
川
町
初
心
者
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　

東
川
町
立
東
川
小
学
校
長

佐　

藤　

正　

和

着
任
し
ま
し
た

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
自
然
環
境
保
全
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
小
桜
さ
ん
は
旭
川
東
高
等
学
校

山
岳
部
に
所
属
し
、
令
和
６
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登
山
競
技
大

会
に
お
い
て
準
優
勝
と
い
う
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和

７
年
度
の
同
大
会
に
お
い
て
も
７
位
入

賞
を
果
た
し
、
そ
の
活
躍
は
町
内
外
の

多
く
の
人
々
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締

結
　

町
は
３
月
５
日
に
株
式
会
社
日
本
旅

行
（
東
京
都
、
吉
田
圭
吾
代
表
取
締
役

社
長
）
、
３
月
18
日
に
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
札
幌
市
、
米
内
徹

常
務
理
事
）
、
４
月
３
日
に
株
式
会
社

高
島
屋
（
大
阪
市
、
増
井
大
輔
常
務
執

行
役
員 

MD
本
部
長
）
各
社
と
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
し
ま

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲株式会社日本旅行 
　吉田圭吾代表取締役社長

▲生活協同組合コープさっぽろ
　米内徹常務理事

▲株式会社高島屋
　増井大輔常務執行役員 MD本部長

23
Higashikawa 2026.05



く 

ら 

し 

の 

情 

報  In
fo

rm
a

tio
n

 o
f L

iv
in

g

社
協
だ
よ
り　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

3
月
6
日
か
ら
4
月
5
日
に
社
会
福

祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

東
町
2　
　
　

永　

江　

竜　

心　

様

西　
　
　
　
　

水　

尾　

由
美
子　

様

北
町
2　
　
　

大　

澤　

延　

博　

様

「
く
ら
し
の
相
談
」

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、悩

み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
☎
82-

７
５
０
５
、随
時
受
付
）

【
今
月
の
相
談
員
】　村　

田　

節　

子

各種大会成績各種大会成績
【クロスカントリー】
◆第38回音威子府クロスカントリースキ
ー大会（3月 22 日）
▼小学5年男子の部
（3位）中田泰山
▼小学6年男子の部
（2位）高橋悟
【アルペンスキー】
◆第60回ぴっぷスキー場GS競技大会（2
月8日）
▼小学男子A組
（3位）大塚結斗
（4位）眞鍋和七星
▼小学女子B組
（3位）大塚琴巴
◆第27回和寒東山ジャイアントスラロー
ム大 会（2月21日）
▼小学1・2年男子組
（6位）大塚結斗
▼中学男子組
（6位）荒川琥珀
▼高校~40 歳未満男子組
（5位）石本和寛
◆第47回音威富士大回転競技大会（3月
8日）
▼小学3・4年生男子組
（2位）出嶋海里
▼小学5・6年生男子組
（2位）吉田藍雅 （4位）吉田瑞雅
▼中学女子組
 （1位）小林虹子
▼30歳以上40未満男子組
（2位）吉田圭伸
◆第45回全道Jrアルペンスキー大会・第4
回 DDS CUP全道アルペンスキー大会
（3月20日）
▼小学2年男子組
（4位）大塚結斗

し
た
。
本
制
度
は
、
企
業
と
連
携
し
な

が
ら
社
会
価
値
を
共
創
し
、
地
域
の
未

来
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
で
す
。
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

各
社
の
強
み
と
東
川
町
が
有
す
る
自

然
・
文
化
・
産
業
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
、

新
た
な
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
東
川
町
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
研
究
員
」の
委
嘱

式
を
行
い
ま
し
た

　

４
月
６
日
㈪
、
東
川
町
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
に
参
画
す
る
企
業
に
対
し
、
東
川
町

よ
り
「
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
研
究
員
」
の
委

嘱
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
は
東
川
町
の
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
よ
り
豊
か
な
未
来
社
会
を

育
む
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

や
「
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
」
な
ど

に
取
り
組
む
場
づ
く
り
を
目
指
す
共
創

の
し
く
み
で
す
。
菊
地
町
長
は
「
２
０

２
６
年
度
は
、
東
川
町
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

が
本
格
的
に
動
き
出
す
年
と
な
り
ま
す
。

日
本
郵
便
株
式
会
社
や
慶
應
義
塾
大
学

Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
の
連
携
を
一
層
強
化

す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
企
業
人
材
や

副
業
人
材
、
地
元
事
業
者
の
皆
さ
ま
に

も
参
画
い
た
だ
き
、
よ
り
実
践
的
な
共

創
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
幅
広
い
人
材
と
力
を
合
わ
せ
、

新
た
な
価
値
創
出
に
挑
み
、
豊
か
な
未

来
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

写
真
甲
子
園
へ
の
貢
献
に
よ
る
感
謝
状
の

贈
呈

　

４
月
６
日
㈪
、
町
か
ら
元
写
真
甲
子

園
審
査
委
員
・
写
真
家
の
中
西
敏
貴
さ

ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

写
真
甲
子
園
に
は
第
25
回
大
会
（
２

０
１
８
年
）
か
ら
第
32
回
大
会
（
２
０

２
５
年
）
ま
で
の
８
年
間
審
査
委
員
を

務
め
て
い
た
だ
き
、
大
会
へ
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

白
石
礼
偉
さ
ん
多
賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
へ

北
海
道
選
抜
と
し
て
出
場
し
、
優
勝

　

４
月
９
日
㈭
、
東
川
第
三
小
学
校
３

年
生
の
白
石
礼
偉
さ
ん
が
、
滋
賀
県
多

賀
町
で
行
わ
れ
る
多
賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ

プ
３
年
生
大
会
に
北
海
道
選
抜
と
し
て

出
場
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
こ
と
を
、

報
告
し
に
、
菊
地
町
長
ら
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　

白
石
さ
ん
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、

チ
ー
ム
を
支
え
な
が
ら
、
バ
ッ
タ
ー
と

し
て
も
活
躍
を
見
せ
、
チ
ー
ム
の
優
勝

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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公営住宅の入居者を募集します 税務住民課

●公営住宅
そ　の　他戸数、家賃 建築年、構造、設備等住　所募集団地

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

・1戸
・1階3DK（59.74㎡）
・13,200円～19,700円

・1978（昭和53）年
・簡易耐火構造平屋
　建て

東町2丁目14番① 公園団地C2

②
・3戸
・1・2階 3LDK（66.56㎡）
・20,300円～30,300円

・1986（昭和61）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目19番清流東団地A2
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

③
・2戸
・1階3LDK（70.6㎡）
・21,600円～32,200円

・1989（平成元）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目20番清流東団地A4
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

④
・1戸
・1階3LDK（70.66㎡）
・19,800円～29,500円

西町8丁目4番西8号団地A3
・1988（昭和63）年
・耐火構造3階建て
・物置、駐車場1台

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

５月１日㈮～５月15日㈮受付期間
税務住民課 住民室受付場所
公営住宅16戸、特定公共賃貸住宅1戸、地域優良賃貸住宅1戸募集戸数
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納が無い事を証明する書類
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。
※３の書類は、前年と申込時点とで職場が変わっている場合、新しい職場の給与証明が必要となります。
※申込みの際には、必ず「公営住宅入居申込案内（申込前に読むしおり）」をご確認ください。
※下線のついている書類は、税務住民課住民室に用意してあります。
※詳細はお問い合わせください。

お申し込みに
必要なもの

⑨
・1戸
・2階3LDK（79.95㎡）
・24,800円～36,900円

・2001（平成13）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町3丁目8番清流中央団地
A1

・オール電化物件。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。
・網戸は各自用意。

北団地A6 北町3丁目11番⑧
・1戸
・1階3LDK（76.62㎡）
・24,900円～37,100円

・1993（平成5）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

北団地A4 北町3丁目11番⑦
・1戸
・２階３ＬＤＫ（70.16㎡）
・22,600円～33,600円

・1993（平成5）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

北団地A3 北町3丁目11番⑥
・1戸
・1階2ＬＤＫ（66.98㎡）
・21,300円～31,800円

・1992（平成4）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

⑤
・2戸
・1階2ＬＤＫ（76.41㎡）
・1階3ＬＤＫ（76.41㎡）
・24,100円～35,800円

北町3丁目10番北団地A2
・1991年（平成3年）
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

・調理器（ガス）、灯油暖房機は各自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪 
　費用が別途かかります。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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⑪
・1戸
・2階3LDK（78.80㎡）
・24,900円～37,000円

・2005（平成17）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

北町2丁目7番西団地A3
・オール電化物件。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。
・網戸は各自用意。

入
居
資
格

１．原則、同居または同居しようとする親族がいる方
　　※60歳以上、障害者手帳の所持者、生活保護受給者など単身で申し込める場合があります。
　　※不自然な合体・分離をした世帯については、申し込むことはできません（DV被害者を除く）。
　　※婚約者（6か月以内に入籍）および内縁関係にある者を同居者とすることも可能です。
　　※パートナーシップ宣誓書受領証などの交付を受けている方のパートナーは、配偶者と同じ取り扱いとします。
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
　　※ただし、次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
　　　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　　　・精神障がい等級1級から3級までの方がいる場合 ・知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　　※上記以外にも要件がありますので、お問い合わせください。

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他

●地域優良賃貸住宅（町内産業後継者世帯用住宅）

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１.同居する親族がいる方
２.町内の産業後継者もしくは就業者であること　　
３.町内会への入会及び町内会費の納入ができる方
４.税金等の滞納がない方
５.入居しようとする世帯の合計所得が月額15万8千円以上48万7千円以下である方
６.景観協定の内容を理解し遂行できる方(協定書を結びます)　　※詳細はお問い合わせください。

①
・1戸
・1階3LDK（82.89㎡）
・40,800円

・2021（令和３）年
・木造平屋建て（ロフ
　ト付）
・物置付、駐車場2台

キトウシ南2丁目
1番16号

ガーデンコート
キトウシⅡ

・合併処理浄化槽の保守管理が必要
　（保守管理契約料は年間50,000円程度）
・調理器（ガス）、灯油暖房機、網戸は各自用意。
・景観協定

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他

●特定公共賃貸住宅

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
1．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
2. 町内会への入会および町内会費の納入できる方
3. 税金等の滞納がない方
※詳細はお問い合わせください。

①
・1戸
・1階1LDK（37.20㎡）
・30,200円～39,900円

・1994（平成6）年
・耐火構造２階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目9番アヴニールⅠ
（単身者用）

・オール電化物件。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

⑩

・2戸
・１階１ＬＤＫ（50.97㎡）
・15,800円～23,600円
・2階2LDK（68.34㎡）
・21,300円～31,700円

・2001（平成13）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町3丁目8番清流中央団地
A2

・オール電化物件。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。
・網戸は各自用意。

注 意 事 項
　

　 　
　

　

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
問 合 せ

／・申込の際は、必ず東川町公営住宅入居申込案内をご確認ください（税務住民課住民室で配布）。
　・入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当
　　する場合は入居できません。
　・室内・室外でペット飼育は認められません。
　・ここに記載の家賃は、この住宅の最高家賃ではありません（長期間居住され所得が増えた場合には、家
　　賃が最大10万円を超える場合があります）。
　・災害等により緊急的に移転が必要になった場合、住宅の募集を取りやめる場合がございますので予めご
　　了承ください。
／入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／５月末　※原則期限までに入居手続きを完了することが要件となっています。
／家賃の３か月分
／入居者が家賃滞納などをした際に、代わって弁済することが可能な程度の定期的な収入がある方２人。
／税務住民課 住民室　☎82－2111（内線112・120） 26
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腎
臓
は
、
腰
の
あ
た
り
に
左
右
２

個
あ
る
そ
ら
ま
め
の
よ
う
な
形
の
手

の
こ
ぶ
し
く
ら
い
の
大
き
さ
の
臓
器

で
す
。
腎
臓
の
働
き
は
、
①
血
液
を

ろ
過
し
て
身
体
に
不
要
な
老
廃
物
や

水
分
、
塩
分
な
ど
を
尿
と
し
て
排
出

し
ま
す
。
②
血
圧
を
上
げ
る
ホ
ル
モ

ン
（
レ
ニ
ン
）
を
分
泌
、
塩
分
や
水

分
を
調
節
し
て
血
圧
を
調
整
し
て
い

ま
す
。
③
貧
血
に
な
り
血
液
中
の
酸

素
濃
度
が
減
少
す
る
と
、
赤
血
球
を

つ
く
る
ホ
ル
モ
ン
（
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ

チ
ン
）
を
分
泌
し
て
貧
血
を
改
善
し

ま
す
。
④
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
活
性
化
し

て
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
を
調
節
し
、

骨
を
健
康
に
保
っ
て
い
ま
す
。

　

尿
検
査
で
た
ん
ぱ
く
尿
が
陽
性
の

場
合
、
腎
臓
に
病
気
が
あ
る
こ
と
が

疑
わ
れ
ま
す
。
腎
臓
の
働
き
は
一
般

的
に
は
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
い
う
血
液

中
の
老
廃
物
の
濃
度
で
調
べ
ま
す
。

血
液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
濃
度
と

年
齢
、
性
別
を
用
い
て
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ

（
推
計
糸
球
体
ろ
過
量
）
を
計
算
し

て
、
腎
臓
の
働
き
を
評
価
し
ま
す
。

健
康
な
人
の
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
約
１
０
０

㎖
／
分
／
１
・
73
㎡
で
、
例
え
ば
ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
60
㎖
／
分
／
１
・
73
㎡
の

場
合
は
腎
臓
の
働
き
が
健
康
な
人
と

比
べ
て
お
よ
そ
60
％
に
低
下
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
感
染
症
な
ど

に
よ
る
腎
炎
や
遺
伝
な
ど
様
々
な
原

因
で
腎
臓
の
働
き
に
異
常
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
異
常
が
少
な
く
と
も
３
か

月
以
上
（
慢
性
的
に
）
続
く
状
態
を

慢
性
腎
臓
病
（chronic kidney 

desease

：
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
呼
び
ま

す
。

　

日
本
腎
臓
学
会
に
よ
る
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ

診
療
ガ
イ
ド
２
０
２
４
」
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
４
年
の
日
本
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
人

の
推
計
は
約
２
０
０
０
万
人
と
、
成

人
の
５
人
に
１
人
。
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｄ
Ｋ
）
は
進
行
す
る
と
末
期
腎

不
全
と
な
り
、
血
液
透
析
や
腹
膜
透

析
な
ど
の
腎
代
替
療
法
が
必
要
に
な

り
、
２
０
２
２
年
末
時
点
で
約
35
万

人
が
透
析
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｃ
Ｄ
Ｋ
の
人
は
、
心
筋

塞
や
脳
卒

中
な
ど
の
心
臓
や
血
管
の
病
気
に
な

っ
た
り
、
死
亡
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

腎
臓
を
大
切
に
す
る
た
め
に

　

腎
臓
の
働
き
は
加
齢
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
加

齢
に
伴
う
低
下
以
上
に
腎
臓
の
働
き

が
低
下
し
て
、
正
常
に
比
べ
て
60
％

未
満
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
人
は
、

医
療
機
関
に
受
診
し
、
検
査
や
治
療

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
に
よ
る
透
析
導
入
の

原
因
は
、
１
位
が
「
糖
尿
病
性
腎
症

（
約
39
％
）
」
、
２
位
が
「
腎
硬
化

症
（
約
19
％
）
」
、
３
位
が
「
慢
性

糸
球
体
腎
炎
（
約
14
％
）
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
が
10
年
近
く
続

く
と
、
腎
臓
が
傷
み
、
尿
の
中
に
正

常
で
は
出
て
く
る
こ
と
の
な
い
た
ん

ぱ
く
質
の
成
分
（
ア
ル
ブ
ミ
ン
）
が

漏
れ
出
し
て
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
放
置
す
る
と
、
大

量
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
漏
れ
出
し
て
血

液
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
不
足
し
、
身

体
が
む
く
み
、
腎
機
能
も
悪
化
し
ま

す
。
腎
臓
は
細
い
血
管
が
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
で
き
て
い
る
臓
器
な
の
で
、

高
血
圧
の
状
態
が
続
い
て
い
る
と
、

腎
臓
の
正
常
の
構
造
が
こ
わ
れ
て
し

ま
い
、
高
血
圧
性
腎
硬
化
症
に
至
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
感
染
症
や
免
疫

異
常
な
ど
に
よ
り
、
腎
臓
の
糸
球
体

に
慢
性
的
に
炎
症
が
起
こ
り
、
た
ん

ぱ
く
尿
や
血
尿
が
続
く
状
態
を
慢
性

糸
球
体
腎
炎
と
呼
び
ま
す
。
遺
伝
や

薬
剤
に
よ
る
腎
障
害
に
よ
る
腎
機
能

低
下
も
あ
り
ま
す
。

　

腎
機
能
が
悪
化
す
る
と
、
赤
血
球

を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン

で
あ
る
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
が
作
れ

な
く
な
り
、
赤
血
球
が
減
る
腎
性
貧

血
に
な
り
、
動
悸
、
息
切
れ
、
疲
れ

や
す
い
な
ど
の
症
状
や
心
不
全
の
悪

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
腎
臓

に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
活
性
化
さ
せ

る
働
き
が
減
る
た
め
、
腸
管
か
ら
の

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
減
少
し
、
骨

粗
鬆
症
の
悪
化
に
よ
る
骨
折
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　

腎
機
能
が
15
％
未
満
の
末
期
の
腎

不
全
に
な
る
と
、
老
廃
物
や
水
分
は

排
泄
で
き
ず
、
尿
毒
症
や
心
不
全
な

ど
を
き
た
し
、
透
析
や
腎
移
植
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

脂
質
異
常
症
、
肥
満
、
高
尿
酸
血

症
、
喫
煙
、
感
染
症
な
ど
も
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
な
の
で
、
食

事
療
法
・
運
動
療
法
、
適
切
な
睡
眠
、

禁
煙
、
口
腔
ケ
ア
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
る
感
染
症
予
防
、
薬
物
治
療
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
血
糖
・
脂

質
・
血
圧
・
貧
血
な
ど
を
管
理
し
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
速
度
を
抑
え
、
重
症

化
を
防
ぐ
治
療
戦
略
が
必
要
で
す
。

第82回

ミニ
家
庭
医
学
講
座

町
立
診
療
所 

所
長　

古  

川  

倫  

也

　

健
康
診
断
や
医
療
機
関
に
受
診
の
際
に
は
、
尿
検
査
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
尿
検
査
に
よ
っ
て
、

腎
臓
病
や
尿
路
の
異
常
、
糖
尿
病
や
心
不
全
、
黄
疸
、
脱
水
な
ど
の
異
常
が
簡
便
、
迅
速
に
検
査
で
き
ま
す

の
で
、
病
気
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
有
用
で
す
。
特
に
た
ん
ぱ
く
尿
や
血
尿
は
腎
臓
や
泌
尿
器
の
病
気
の
兆

候
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

尿
検
査
と
腎
臓
病

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
の
早
期
発
見
と
管
理

尿
検
査
と
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問合せ　大雪地区広域連合国民健康保険対策室　☎82－3697

マイナ保険証の有無 持っていない 持っている
R８.８.１時点の年齢 関係ありません 84歳以下
交 付 さ れ る も の 資 格 確 認 書 資格情報のお知らせ

注 意 事 項

・これまで通り、医療機関受診
時は「資格確認書」を持参して
ください
※85歳以上の方は、マイナ保
険証の有無に関わらず、資格確
認書が交付されます。

・医療機関受診時は「マイナ保
険証」を持参してください
・資格情報のお知らせのみで医
療機関等の受診はできません
・マイナ保険証による受診が困
難な場合など、何らかの理由に
より資格確認書を希望する場合
は、役場窓口で申請手続きする
ことにより「資格確認書」を交
付します

後期高齢者医療制度へ加入されている方へのお知らせ後期高齢者医療制度へ加入されている方へのお知らせ後期高齢者医療制度へ加入されている方へのお知らせ
１．令和8年度から後期高齢者医療保険料率等が変わります
　被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、北海道後期高齢者医療広域連合が2年ごとに
定める保険料率をもとに決めることとなっています。令和８・９年度の新しい保険料は、次のと
おりです。
　なお令和８年度から子ども・子育て支援金制度が施行されることに伴い、医療分の保険料とは
別に、 子ども分の保険料率を算定します。

【医療分】（令和８・９年度）
　均　等　割：59,963円（7,010円増）
　所　得　割：11.61％（0.18ポイント減）
　賦課限度額：85万円（５万円増）

【子ども分】（令和８年度）※子ども分の令和9年度料率は令和８年度中に算定します
　均　等　割：1,364円
　所　得　割：0.28％
　賦課限度額：２万１千円

　また令和８年度から均等割５割・２割軽減の範囲が見直しされます。算出方法は以下のとおり
です。なお医療分均等割軽減のうち７割軽減対象者は、制度改正による影響緩和のため 7.2割軽
減となり ます。※子ども分は変わりません。
　軽減割合：対象者の所得要件（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定の所得額）
　５割軽減：43万円+（31万円×世帯の被保険者数）+10万円×（給与所得者等の数－１）
　２割軽減：43万円+（57万円×世帯の被保険者数）+10万円×（給与所得者等の数－１）
　令和８年度の保険料額については７月中旬ごろ個別にお知らせを予定しています。

２．令和８年８月以降の資格確認書等の取り扱いについて
　令和８年７月末までの暫定運用としてマイナ保険証の保有状況の有無に関わらず、対象者全員
に「資格確認書」を交付しておりますが、令和８年８月以降についてはマイナ保険証の保有状況
や年齢により、以下のとおり取り扱いが変更となります。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

問合せ　大雪地区広域連合事務局（東川町保健福祉センター内）　☎82－3697

一 般 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

合　　計

会 計 区 分 予算額
15億2,993万円

33億7,007万円

37億3,125万円

11億4,634万円

97億7,759万円

前年対比
100.6％

101.4％

101.9％

114.5％

102.8％

うち東川町負担額
3,300万円

1億3,766万円

1億2,617万円

1億7,952万円

4億5,635万円

大雪地区広域連合 令和8年度 予算概要大雪地区広域連合 令和8年度 予算概要大雪地区広域連合 令和8年度 予算概要
　令和８年第１回大雪地区広域連合議会が３月19日美瑛町議会議場で開かれ、一般会計と介護保
険・国民健康保険・後期高齢者医療の３特別会計の４会計について令和８年度予算が決定しました。
　令和８年度の予算については、住民福祉の視点と事務の効率化の２点を基調として、広域連合一
般会計、特別会計をあわせた予算総額は、97億7,759万円（特別会計繰出金を除く実質は83億
6,459万円）となりました。

【一般会計】
　議会費、派遣職員等の人件費、一般管理経費、障害支援区分審査会経費、監査委員費が実質的
な経費となっているほか、各会計への繰出金が９割を占めています。

【介護保険特別会計】
　認定調査などの一般管理経費、介護認定審査会経費、保険給付費による大きく3つの会計から
なります。
　要介護認定は、20名の審査会委員により毎週1回審査会を開催します。介護保険料については、
令和６年度から第９期介護保険事業計画の３年目となり、第５段階である標準的な年額保険料は
76,800円（月額6,400円）です。
　今後とも、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう、介護予防事業において
は「介護予防・日常生活支援総合事業」を推進していきます。

【国民健康保険特別会計】
　平成30年度から北海道が財政運営の責任主体となり、国保制度を支えるために必要な国保事
業納付金等を計上しております。
　保険料については、所得の申告が終わったばかりであるため、具体的な計算をまだ行えない状
況です。安定的な国保運営や令和12年度の道内保険料率の標準化などを見据え、本年度におい
ても、医療費適正化特別対策事業、収納率向上対策特別事業、特定健診および特定保健指導を引
き続き実施していきます。

【後期高齢者医療特別会計】
　後期高齢者医療制度の主な運営は北海道後期高齢者医療広域連合が行っています。その運営に
関する必要見込額を計上しています。
　申請や資格確認書の交付、保険料の徴収事務は大雪地区広域連合で行うことになります。
　制度を円滑に実施するため、関係機関と連携を図りながら進めていきます。

令和8年度 大雪地区広域連合予算
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写真展

地球の仲間たち

T A K A Y U K I  M A E K A W A  P H O T O  E X H I B I T I O N

〒071-1423北海道上川郡東川町東町1-19-8

TEL :  0166-82-4700 

https://higashikawa-town.jp/bunkagallery 

【開館時間】10：00～17：00（会期中無休）

【入 館 料】 200円（中学生以下無料）

2 0 2 6 4 . 2 6 5. 2 5
S P E C I A L  T A L K

日時：4月26日（日）

①10:30～／②14:00～

会場：東川町文化ギャラリー

※事前申込不要。
　入館料のみでお楽しみいただけます。

作品についてのお話や、撮影時の
エピソードなどを前川さんにお話し
いただきます。

1969年、東京都生まれ。動物写真家・田中光常氏の
助手をつとめ、2000年よりフリーの動物写真家とし
ての活動を開始。日本、北米、アフリカ、アジア、
そして近年は中米、オセアニアにもそのフィールド
を広げ、野生動物の生きる姿をテーマに撮影に取り
組み、雑誌、写真集、写真展など、多くのメディア
でその作品を発表している。

2008年日本写真協会賞新人賞受賞
第一回日経ナショナル ジオグラフィック写真賞グランプリ
令和3年度　厚労省「社会保障審議会特別推薦児童福祉文化財」「ハクトウワシ」新日本出版社刊
令和3年度　一般財団法人児童健全育成推進財団「児童福祉文化賞」「ハクトウワシ」新日本出版社刊
令和7年度　こども家庭庁「児童福祉文化賞」「ともに生きる 山のツキノワグマ」あかね書房刊
令和6年度と令和7年度の二年連続　紺綬褒章受章

ギャラリートーク

前川貴行　プロフィール

主催 写真文化首都　北海道「写真の町」東川町 協力 美幌博物館
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世界のデザイン

町有化した「織田コレクション」から
デザイン性に優れた世界の作品を紹介します。

使用しています。

本誌の用紙には
再生紙 (60%) を

東川アプリ
ダウンロード

▲iOS 版 ▲Android 版

東 川 町
ホームページ

広 報
ひがしかわ

https://higashikawa-town.jp/

エットーレ・ソットサス
「ヴァレンタイン・タイプライター」

1969年/イタリア/オリベッティ

No.83

今やスマホやPCは私たちにとって欠かせない存
在で、いつも一緒のパートナーのようなもの。
「ヴァレンタイン・タイプライター」は、道具を
“楽しく持ち歩く個人の相棒”に変えた点で、これ
らの原点とも言える存在です。鮮やかな赤のボデ
ィは無機質な仕事場に彩りと楽しさをもたらし、
持ち運べ作業台にもなるカバーは「どこでも楽し
く書く」ことを実現しました。従来のタイプライ
ターのイメージを覆し、オフィスから解放された
“自由な道具”の誕生には、機能だけではなく「使
う楽しさ」「所有する喜び」を重視したソットサ
スの想いが表れています。時代を象徴するイタリ
アデザインの数々は、せんとぴゅあの「Ciao！
Italia展」にて5/31までご覧いただけます！

公共施設等の連絡先　東川町の市外局番は０１６６です

東川町役場・保健福祉センター 
東川町教育委員会
└ 農村環境改善センター（公民館）
東川町共生プラザそらいろ
複合交流施設 せんとぴゅあⅠ
└ 公設塾 学び舎ひがしかわ
複合交流施設 せんとぴゅあⅡ
東川町文化ギャラリー
東川町文化財活用施設 松田与一記念館
東川町幼児センター
地域子育て支援センター
地域交流センターゆめりん
東川町学童保育センター
東川町立診療所
旭岳ビジターセンター
東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター
小西健二音楽堂
東川町シニアセンター
東川町しごとコンビニ
東川町高齢者事業団
東川町社会福祉協議会
東川町共生サロン ここりん
道の駅ひがしかわ「道草館」
（一社）ひがしかわ観光協会
東川町商工会
キトウシの森（㈱東川振興公社）
ギャラリーZen（㈱東川振興公社）
キトウシの森きとろん（㈱東川振興公社）
東川町農業協同組合
東神楽町・東川町子ども発達支援センターおひさま

自治振興会とコミュニティセンター
中央自治振興会
西部自治振興会（西部地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
第一自治振興会（第一地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
キトウシ自治振興会（第二地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
第三自治振興会（第三地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

 
☎82-2111 
同上 
同上 
同上 
同上 
☎76-7123 
☎82-2111 
☎82-4700 
☎67-0440 
☎82-3400 
☎82-5100 
☎82-5900 
☎82-4809 
☎82-2101 
☎97-2153 
☎82-4600 
☎85-7274 
☎82-2770 
☎73-8737 
☎82-5006 
☎82-7505 
☎82-2666 
☎68-4777 
☎82-3761 
☎82-2750 
☎82-2632 
☎76-7033 
☎82-7010 
☎82-2121 
☎83-2996 

 
☎82-5252 
☎82-4291 
☎82-3411 
☎82-4517 
☎82-5000 

 
東町１丁目 16-1 
東町１丁目 15-3 
同上 
東町 2丁目 12-10 
北町１丁目 1-1 
同上 
北町１丁目 1-2 
東町１丁目 19-8 
西７号北 27 
西４号北８ 
同上 
西３号北７ 
同上 
東町 1丁目 14-1 
旭岳温泉 
北町 1丁目 7-1 
東町１丁目 18-1 
東町１丁目 15-1 
東町１丁目 7-14 
東町１丁目 7-14 
東町２丁目 12-10 
東町１丁目 7-10 
東町 1丁目 1-15 
同上 
同上 
西５号北 44 
南町３丁目 3-2 
西４号北 46 
西町１丁目 5-1 
東神楽町 19 号北区画外 1 

 
東町１丁目7-14 ふるさと交流センター2階 
西町８丁目 5-1 
西 10 号北 24 
キトウシ南１丁目 1-5 
東８号北 1丁目 5-2 

 
 8:30-17:15 
8:30-17:15 
8:30-21:00 
8:30-17:00 
8:30-21:00 
13:00-20:45 
9:00-21:00 
10:00-17:00 
10:00-17:00 
7:30-19:00 
9:00-12:00 
9:00-17:00 

 
8:30-17:00 
9:00-17:00 
9:00-21:00 
10:00-22:00 
8:45-16:45 
9:00-17:00 
8:00-17:00 
8:30-17:15 
9:00-17:00 
9:00-17:00 
8:30-17:15 
8:30-17:15 
8:30-17:30 
8:30-17:00 
10:00-22:00 

 
8:30-17:00 

 

 
【休】土日祝 
【休】土日祝 
 
 
 
【休】土日祝 
 
【休】展示入替日 
【休】水木、11/1-4/14 
【休】日祝 
【休】日祝 
 
【休】日祝 
【休】土日祝 
 
 
 
【休】日祝 
【休】土日祝 
【休】土日祝 
【休】土日祝 
【休】日祝 
 
【休】土日祝 
【休】土日祝 
 
 
【休】水（レストラン・火はランチのみ） 
 
【休】土日祝 

 
月～金（8:30-12:00） 

月～金（8:30-12:00） 
月～金（8:30-12:00） 
月～金（8:30-12:00） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（受付～16:45） 
 

月（8:30-17:00）、火～金（8:30-18:00）、土日（12:00-18:00）
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